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今回の広報には「いっしょに手をつなご」「えなツーリズム」が折り込んであります。読むときは、外してお読みください。
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　市では、「第2次総合計画」策定に関する
市民公聴会を開催します。第2次総合計画は、
平成28から37年度までの10年間に係る市
のまちづくりの方向を示す計画です。
　計画は、市総合計画審議会が中心となって
作成しており、12月に骨格がまとまりました。
市では、市民公聴会でその内容を皆さんに説
明して、意見を聞き、計画に反映していきた
いと考えています。多くの方の参加をお待ち
しています。
□ところ・とき　 ▽市消防防災センター＝2
月7日㈯午後7時～8時半　▽岩村コミュ
ニティセンター＝ 2月8日㈰午後１時半～
３時
□その他　❶２月８日㈰は無料の託児サービ
スがあります。希望の方は１月30日㈮まで
に総合政策課へ申し込みください（要予約・
先着20人）。❷当日説明する概要は、市のウェ
ブサイト（http://www.city.ena.lg.jp/）「第
2次総合計画審議会議事録」を参照ください。
　　　　総合政策課志26-2111（内線325）

市公式キャラクター
「エーナ」

未来を決める計画に意見を

２カ所の会場で開催

「第２次総合計画案」の市民公聴会

安心

快適 活力

▲

こ
れ
か
ら
も
市
民
が
安
心
し
て
住
み
続
け
ら
れ
る
ま
ち
に
。
モ
デ
ル
は

笠
置
町
の
松
井
環
奈
さ
ん（
左
）と
知
実
さ
ん（
右
）

▲

第
２
次
総
合
計
画
案
の
将
来

像
と
骨
格
と
な
る
三
つ
の
理
念

将来像
人・地域・自然が輝く交流都市

～誇り・愛着を持ち　住み続けるまち～

申・問
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▲認知症の人やその家族など誰もが参加できる憩いの場「ささゆりカフェ」

高齢者福祉計画
介護保険事業計画

高
齢
者
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
に

計
画
案
に
意
見
を

　「
高
齢
者
福
祉
計
画
」
は
、
高
齢
者
の
福
祉
に
関
す
る
総
合
的
な
計
画
で
す
。「
介
護
保
険
事
業

計
画
」
は
、
介
護
保
険
の
給
付
対
象
と
な
る
介
護
サ
ー
ビ
ス
に
関
す
る
計
画
で
す
。
こ
の
二
つ
の

計
画
は
、
高
齢
化
の
進
行
や
、
医
療
・
福
祉
制
度
な
ど
社
会
的
な
変
化
を
踏
ま
え
、
３
年
間
を
１

期
と
し
て
見
直
し
を
し
て
い
ま
す
。

　
こ
こ
で
は
、
来
年
度
か
ら
平
成
29
年
度
ま
で
の
第
６
期
計
画
（
案
）
の
概
要
を
お
知
ら
せ
し
、

皆
さ
ん
か
ら
の
意
見
を
募
集
し
ま
す
。

□
問
い
合
わ
せ
　
高
齢
福
祉
課
　
志
２
６
―
２
１
１
１
（
内
線
１
６
１
）

●高齢者がいつまでも元気で生きがいを持って暮らしていくため、老
人クラブの活動の支援や郷土の先人佐藤一斎の「三学の精神」に基
づいた生涯学習活動などを推進しま
す。
●高齢者の労働や社会活動を推進す
るため、シルバー人材センターの支
援や学校教育における地域講師、ま
ちづくり活動への参加など、地域社
会で活動する場をつくり出します。

１．高齢者が生きが
　いを持って生き
　生きと暮らす

●早期からの介護予防を推進するため、それぞれの年代に合わせた健
康づくりを促進し、壮年期から生活習慣病の予防や健康に関する正し
い情報の提供、健康相談、生活習慣改善支援などを行います。

●高齢者の閉じこもり防止や介護予
防の推進をするため、いきいき教室の
開催やふれあいサロン活動への支援、
おしゃべりパートナーの派遣、介護予
防や認知症予防の知識や活動の普及
と啓発、回想法を活用した事業などの
実施を行います。

●見守りが必要な高齢者を地域で支える仕組みづくりや、介護が必要
になっても安心して暮らし続けられるよう保健と医療、福祉、地域な
どが連携し、目的に応じた柔軟な対応ができる地域包括ケアシステム
を構築します。
●支援が必要な高齢者の個々の状況に応じたサービスを提供するた
め、軽度生活支援やお元気見守り食事サービス、訪問理容・美容サー
ビス、寝具消毒乾燥サービスなどを行います。
●安心で安全な生活環境を整備するため、高齢者の住宅改善への助成
や地域での移送サービス活動の支援、緊急通報システムの設置、災害
時における高齢者支援体制の充実などを行います。
●認知症を正しく理解し社会全体で認知症の人とその家族を支援して
いくため、認知症サポーターの養成や認知症講演会、認知症支援の人
材育成、若年性認知症に対する支援、認知症カフェ、徘

はいかい
徊高齢者の位

置を探索する端末機の貸し付けなどを行います。
●認知症などにより判断能力が十分でない高齢者の権利を守るため、
日常生活自立支援事業や成年後見制度の利用促進、介護保険施設など
への介護相談員の派遣などを行います。

●介護が必要な高齢者が状態に応じたきめ細かなサービスを受けるた
め、定期巡回・随時対応型訪問介護看護、看護小規模多機能型居宅介
護（複合型サービス）などの地域密着型サービスなどを充実していき
ます。
●介護者を支援するため、介護者交流事業や認知症の人の家族のつど
いなどの開催、介護用品の購入助成など、介護者の精神的、身体的、
経済的負担の軽減を図ります。

２．高齢者がいつま
　でも元気に暮らす

３．住み慣れた地域
　で安心して暮らす

４．介護を受けなが
　ら安心して暮らす

滑

健
康
を
支
援
す
る
教
室

滑

地域の学校で異世代間交流

■四つの柱による基本体系　― 高齢者福祉計画（案）―

■
基
本
理
念
は
「
安
心
と

生
き
が
い
の
あ
る
高
齢
者

福
祉
の
充
実
」

　
市
の
人
口
が
減
少
傾
向
の
中
、

65
歳
以
上
の
高
齢
者
人
口
は
今
後

も
増
加
し
続
け
、
平
成
29
年
度
の

高
齢
化
率
は
３３
・
１
㌫
に
達
す
る

こ
と
が
予
測
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
高
齢
化
に
伴
い
、
介
護
保
険
事

業
の
要
介
護
認
定
者
は
増
加
し
、

介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
を
充
実
す
る

こ
と
に
よ
っ
て
、
介
護
給
付
費
も

年
々
上
昇
し
て
い
ま
す
。

　
今
後
、
一
人
暮
ら
し
や
高
齢
者

の
み
の
世
帯
、
認
知
症
高
齢
者
が

増
加
し
て
い
く
と
考
え
ら
れ
、
身

近
な
地
域
で
の
見
守
り
や
支
え
合

い
、
認
知
症
支
援
の
充
実
が
必
要

で
す
。
ま
た
高
齢
者
が
い
つ
ま
で

も
元
気
で
生
き
が
い
を
持
っ
て
地

域
で
活
躍
で
き
、
高
齢
者
同
士
が

支
え
合
う
地
域
づ
く
り
が
急
務
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　
高
齢
者
が
住
み
慣
れ
た
地
域
で

暮
ら
し
続
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ

う
、「
安
心
と
生
き
が
い
の
あ
る

高
齢
者
福
祉
の
充
実
」
を
基
本
理

念
と
し
た
、
高
齢
者
福
祉
施
策
と

介
護
保
険
事
業
の
充
実
を
目
指
し

ま
す
。
そ
の
た
め
、
高
齢
者
の
要

望
や
状
態
の
変
化
に
応
じ
た｢

医

療｣
「
介
護
」「
介
護
予
防
」「
住

ま
い
」「
生
活
支
援
」
の
五
つ
の

サ
ー
ビ
ス
を
切
れ
目
な
く
提
供
し

ま
す
。

　
計
画
の
作
成
に
当
た
っ
て
は
、

市
民
の
代
表
や
学
識
経
験
者
、
医

療
・
保
健
・
福
祉
関
係
者
で
組
織

す
る
「
市
介
護
保
険
事
業
計
画
策

定
委
員
会
」
で
検
討
し
て
き
ま
し

た
。
ま
た
各
町
で
、
地
域
ケ
ア
推

進
会
議
の
開
催
や
介
護
保
険
の
対

象
と
な
る
市
民
、
介
護
給
付
を
受

け
て
い
な
い
75
歳
以
上
の
高
齢

者
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
、
介

護
支
援
専
門
員
な
ど
に
調
査
。
事

業
に
対
す
る
こ
と
や
高
齢
者
を
取

り
巻
く
地
域
社
会
の
現
状
な
ど
の

意
見
を
計
画
策
定
の
参
考
に
し
て

い
ま
す
。

ブリック
コメント
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 （億円）
 

 （％） （人）

現在の介護保険料
（基準額）

月額５，１０９円

平成２７～２９年度の

月額５，６００～５，８００円

介護保険料（基準額）

高
齢
者
人
口
は
年
々
増
加

　
左
図
は
市
内
の
高
齢
者（
65
歳
以
上
）の
人
口
の
推
移

と
、
そ
の
う
ち
介
護
を
必
要
と
す
る
要
介
護
・
要
支
援

認
定
を
受
け
た
方
の
割
合
の
推
移
を
示
し
て
い
ま
す
。

　
高
齢
者
人
口
は
、
本
年
度
と
比
べ
る
と
３
年
後
の
平

成
29
年
度
に
は
、
４
９
７
人
増
え
、
１
万
７
千
人
ほ
ど

に
上
昇
す
る
と
予
想
さ
れ
ま
す
。
団
塊
の
世
代
が
65
歳

以
上
に
な
り
、
高
齢
者
人
口
の
増
加
に
比
べ
認
定
率
は

そ
れ
ほ
ど
上
昇
し
て
い
ま
せ
ん
が
、
今
後
高
齢
化
が
進

む
に
つ
れ
、
認
定
率
も
上
昇
し
て
い
く
と
予
想
さ
れ
ま

す
。

　
こ
の
先
、
高
齢
者
人
口
と
認
定
率
の
上
昇
に
伴
い
、

介
護
保
険
の
需
要
は
、
さ
ら
に
高
ま
る
見
込
み
で
す
。

増
え
続
け
る
給
付
費

　
介
護
保
険
事
業
計
画
で
は
、
３
年
ご
と
に
介
護
サ
ー

ビ
ス
に
必
要
な
お
金
を
見
込
み
、
65
歳
以
上
の
方
の
介

護
保
険
料
を
決
定
し
て
い
ま
す
。

　
介
護
サ
ー
ビ
ス
に
必
要
な
お
金
の
う
ち
、
１
割
か
２

割
の
自
己
負
担
額
を
除
い
た
分
を
給
付
費
と
言
い
ま

す
。
給
付
費
は
年
々
増
加
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
第
６
期

か
ら
は
、
一
定
以
上
の
所
得
が
あ
る
利
用
者
の
自
己
負

担
の
見
直
し
な
ど
で
費
用
負
担
の
公
平
化
が
行
わ
れ
ま

す
。
第
６
期
の
給
付
費
は
、
認
定
者
数
の
推
移
や
介
護

報
酬
の
見
込
み
な
ど
か
ら
、
次
の
よ
う
に
推
計
さ
れ
ま

す
。

　
第
６
期
は
第
５
期
に
比
べ
総
額
で
、
約
19
億
円
増
の

約
１
６
７
億
円
と
試
算
さ
れ
ま
し
た
。こ
の
給
付
費
は
、

す
る
割
合
は
、
本
年
度
ま
で
は
給
付
費
の
21
㌫
で
し
た

が
、
来
年
度
か
ら
22
㌫
に
な
り
ま
す
。

　
今
後
は
、
国
の
方
針
に
よ
り
、
介
護
報
酬
の
改
定
が

あ
り
、
報
酬
の
増
減
に
伴
い
給
付
費
の
見
込
み
も
変
更

と
な
り
ま
す
。

介
護
保
険
料
は
９
～
１４
㌫
の
増
額

　
65
歳
以
上
の
方
の
介
護
保
険
料
は
、
市
町
村
ご
と
で

決
定
さ
れ
ま
す
。
現
在
、
本
市
の
65
歳
以
上
の
方
の
介

護
保
険
料
は
、
基
準
額
で
月
額
５
１
０
９
円
で
す
。
基

準
額
と
は
、平
均
的
な
所
得
の
方
の
介
護
保
険
料
で
す
。

　
次
期
（
第
６
期
）
の
介
護
保
険
料
は
、
介
護
サ
ー
ビ

ス
利
用
者
の
増
や
、
65
歳
以
上
の
方
の
負
担
割
合
が
21

か
ら
22
㌫
に
上
が
る
こ
と
、
新
規
施
設
の
開
設
に
よ
る

給
付
費
の
増
加
な
ど
か
ら
、
介
護
保
険
料
の
値
上
げ
が

必
要
に
な
り
ま
す
。
基
金
の
取
り
崩
し
な
ど
を
行
い
大

幅
な
値
上
げ
は
抑
え
る
予
定
で
す
が
、
介
護
保
険
料
は

基
準
月
額
５
６
０
０
～
５
８
０
０
円
（
約
９
～
14
㌫
の

増
額
）
程
度
に
な
る
見
込
み
で
す
。

　
１
人
１
人
の
介
護
保
険
料
は
、
本
人
の
所
得
と
、
同

じ
世
帯
の
方
が
市
民
税
課
税
か
非
課
税
か
に
よ
っ
て
決

定
し
ま
す
。

　
来
年
度
か
ら
の
介
護
保
険
料
は
、
所
得
に
よ
り
10
段

階
に
分
け
、所
得
の
低
い
方
は
基
準
額
よ
り
低
く
な
り
、

高
い
方
は
高
く
な
り
ま
す
。

介
護
保
険
料
の
９
割
以
上
を
給
付
費
に
使
用

　
昨
年
度
、
65
歳
以
上
の
方
が
支
払
っ
た
介
護
保
険
料
は
、
約

９
億
９
千
万
円
で
、
全
て
が
介
護
保
険
事
業
に
充
て
ら
れ
ま
し
た
。

そ
の
大
部
分
は
、
利
用
し
た
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
１
割
の
自
己
負
担
額

を
除
い
た
額
に
当
た
る
給
付
費
に
使
わ
れ
ま
し
た
（
左
の
グ
ラ
フ
参

照
）。ま
た
、要
介
護
状
態
に
な
ら
な
い
よ
う
介
護
予
防
を
行
っ
た
り
、

高
齢
者
の
権
利
擁
護
や
、
家
族
介
護
の
支
援
な
ど
を
行
っ
た
り
す
る

地
域
支
援
事
業
に
も
使
わ
れ
て
い
ま
す
。
平
成
25
年
度
の
こ
の
事
業

費
は
、
約
１
億
１
千
万
円
で
し
た
。

■
介
護
サ
ー
ビ
ス
に
使
う
給
付
費
が
年
々
増
加　

―
介
護
保
険
事
業
計
画

（案）
―計画（案）への意見を

　市では、市民の意見を計画に反映させるため、
高齢者福祉計画（案）と介護保険事業計画（案）に
ついての意見を募集します。
　計画案は、高齢福祉課や本庁舎情報公開コー
ナー、各振興事務所、市中央図書館で閲覧できま
す。市ウェブサイト（http://www.city.ena.
lg.jp/）にも掲載しています。

□締め切り　２月３日㈫
□募集方法　本紙（１月１日号など）に折り込み
の広報直通便や官製はがきなどの郵便、ファクス、
電子メールで、❶氏名❷住所❸連絡先―を明記
し、お寄せください。見出しは、「高齢者福祉計画」
などとしてください。
　　高齢福祉課　〒５０９-７２９２（住所不要）　志２６-
2111（内線 161）思25-7294 　死koureifukushi
@city.ena.lg.jp

 ■ 居宅サービス費（デイサービスや
ショートステイ、訪問介護、訪問看護な
どの利用料）
 ■ 施設サービス費（自宅での介護が難
しい方が利用する介護老人福祉施設や、
自立を目的にリハビリなどを必要とする
方が利用する介護老人保健施設などの利
用料）
■ 地域密着型サービス費（認知症グルー
プホームや認知症デイサービス、小規模
多機能型居宅介護などの利用料）
■ サービス計画費（居宅サービスを利
用する際の計画費）
■ 特定入所者介護サービス費（所得の
低い方が施設、短期入所サービスに滞在
したときの食費と居住費の補足分として
支給するもの）
■その他　高額介護サービス費、高額
医療合算介護サービス費、住宅改修費、
福祉用具購入費、審査支払手数料

高齢者人口と認定率の推移

Ｈ２７ Ｈ２８ Ｈ２９

認定率高齢者人口

１５，０００

１６，０００

１７，０００

１６

１７

１８

給付費の内訳

１６，１４０

１７．１％

Ｈ２４ Ｈ２５ Ｈ２６

２０

３０

４０

５０

６０

　給付費の年ごとの推移

４６．９ ４９．１ ５１．８
５４．５ ５７．２５５．５

介護給付費の
実績（Ｈ２６は
見込み）

６５歳以上の方の
 介護保険料（基準額）

約１６７億円約１４８億円

（第５期） （第６期）

（実績） （見込み）

第６期の介護
給付費（見込み）

問

介護保険制度の改正を踏まえ策定

　国では来年度から次のような介護保険制度
の改正が行われます。
❶予防給付（訪問・通所介護）の地域支援事
業への移行❷特別養護老人ホームの中重度者
への重点化❸低所得者の１号保険料の軽減強
化❹一定以上の所得のある利用者の自己負担
の見直し❺補足給付の見直し❻地域包括ケア
システムの構築に向けた地域支援事業の見直
し―など
　市では、これらの改正を踏まえ、介護保険
事業計画を策定しています。

１８，０００

Ｈ２４ Ｈ２５ Ｈ２６

１７．１％ １７．１％ １７．１％

１７．２％

１７．５％

１６，５０４
１６，７８７

１６，９３８

１５，６１８

１７，００１

１０

０
Ｈ２７ Ｈ２８ Ｈ２９

　 給付費の負担割合

国２５％

　県１２.５％

市１２.５％

４０～６４歳の
保険料  ２８％

６５歳以上の
保険料２２％

５０

６０

７０

８０

９０

１００

 （％）

４０．５

３４．２

１３．９

５．０

４．０ ２．４
０

公
費
と
介
護
保

険
料
に
よ
り
賄

わ
れ
ま
す
。
負

担
割
合
は
法
律

で
定
め
ら
れ
て

お
り
、
65
歳
以

上
の
方
の
負
担

ブリック
コメント



限
切
れ
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
　

確
定
申
告
の
対
象

・
事
業
所
得
や
不
動
産
所
得
、
譲
渡
所
得

な
ど
の
合
計
金
額
が
、
各
種
所
得
控
除
金

額
の
合
計
額
よ
り
多
い
方

・
給
与
収
入
金
額
が
２
千
万
円
を
超
え
る
方

・
給
与
を
１
カ
所
か
ら
受
け
て
い
て
、
各

種
の
所
得
金
額
（
給
与
所
得
、
退
職
所
得

を
除
く
）
の
合
計
額
が
20
万
円
を
超
え
る

方・
給
与
を
２
カ
所
以
上
か
ら
受
け
て
い

て
、
年
末
調
整
を
し
て
い
な
い
給
与
の
収

入
金
額
と
各
種
の
所
得
金
額（
給
与
所
得
、

退
職
所
得
を
除
く
）
と
の
合
計
額
が
20
万

円
を
超
え
る
方

・
医
療
費
控
除
や
寄
付
金
控
除
、
住
宅
借

入
金
等
特
別
控
除
な
ど
の
各
種
控
除
を
受

け
ら
れ
る
方

・
そ
の
他
、
確
定
申
告
が
必
要
な
方

税
理
士
の
無
料
税
務
相
談

　
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
方
は
、
無

料
税
務
相
談
が
で
き
ま
す
。

❶
平
成
２５
年
分
の
所
得
金
額
が
３
０
０
万

円
以
下
の
事
業
所
得
者
、不
動
産
所
得
者
、

雑
所
得
者
　

　
平
成
２７
年
度
の
市
・
県
民
税
は
、
平
成

２７
年
１
月
１
日
現
在
、
市
内
に
住
所
を
有

す
る
方
の
平
成
２６
年
中
の
所
得
を
基
準
に

算
出
し
ま
す
。

　
　
税
務
課
（
内
線
１
２
９
）

申
告
の
受
付
会
場

市
役
所
会
議
棟
で
の
受
け
付
け

□
と
き
　
２
月
１６
日
㈪
～
３
月
１６
日
㈪
午

前
９
時
～
午
後
５
時
（
土
・
日
を
除
く
）

各
地
域
で
の
受
け
付
け

　
各
地
域
で
も
申
告
を
受
け
付
け
て
い
ま

す
が
、
可
能
な
方
は
、
市
役
所
会
議
棟
で

の
申
告
を
お
願
い
し
ま
す
。

□
時
間
　
午
前
９
時
～
午
後
５
時（
土
・
日

を
除
く
）

※
各
会
場
の
初
日
や
月
曜
日
は
、
特
に
混

雑
す
る
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
時
間
に
ゆ
と

り
を
持
っ
て
お
出
掛
け
く
だ
さ
い

申
告
の
必
要
な
方

　
平
成
２７
年
１
月
１
日
に
市
内
に
住
所
が

あ
る
方
は
、
原
則
、
申
告
書
を
提
出
し
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
た
だ
し
、
次
の
方

は
申
告
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

・
確
定
申
告
を
し
た
方

・
年
末
調
整
を
し
た
給
与
収
入
の
み
の
方

・
公
的
年
金
の
み
を
受
給
し
て
い
る
方

※
❶
社
会
保
険
料
控
除
、
生
命
保
険
料
控

除
、
配
偶
者
特
別
控
除
、
扶
養
控
除
な
ど

の
控
除
を
受
け
よ
う
と
す
る
方
は
申
告
が

必
要
で
す
　
❷
平
成
２６
年
中
に
所
得
の
な

か
っ
た
方
で
も
、
国
民
健
康
保
険
に
加
入

し
て
い
る
方
は
、
保
険
料
の
算
定
の
た
め

簡
易
申
告
書
の
提
出
が
必
要
で
す
。
ま
た

扶
養
認
定
の
た
め
、
所
得
証
明
書
な
ど
が

必
要
な
方
も
、
申
告
書
の
提
出
が
必
要
で

す申
告
に
必
要
な
も
の

❶
送
付
さ
れ
た
市
・
県
民
税
申
告
書
か
簡

易
申
告
書
❷
印
鑑
❸
平
成
２６
年
中
の
収
入

金
額
の
分
か
る
も
の
、
源
泉
徴
収
票
（
給

与
・
公
的
年
金
）、
報
酬
等
支
払
調
書
、

事
業
の
収
支
が
分
か
る
書
類
❹
保
険
料
控

除
証
明
書
（
社
会
保
険
料
、
個
人
年
金
、

申
告
期
間
前
の
説
明
会
な
ど

公
的
年
金
受
給
者
の
申
告
受
け
付
け

　
確
定
申
告
期
間
前
に
、
公
的
年
金
を
受

給
し
て
い
る
方
の
所
得
税
の
確
定
申
告
と

市
・
県
民
税
の
申
告
を
受
け
付
け
ま
す
。

□
と
き
　
２
月
３
日
㈫
～
４
日
㈬
午
前
９

時
半
～
正
午
、
午
後
１
時
～
４
時

□
と
こ
ろ
　
市
役
所
会
議
棟

※
収
支
内
訳
書
な
ど
の
作
成
が
必
要
な
方

は
、
確
定
申
告
特
設
会
場
な
ど
で
申
告
し

て
く
だ
さ
い

マ
イ
ホ
ー
ム
を
取
得
し
た
方
の
住
宅
借
入

金
等
特
別
控
除
説
明
会

□
と
き
　
２
月
１２
日
㈭
、
１３
日
㈮
午
前
９

時
～
１１
時
半
、
午
後
１
時
～
４
時

□
と
こ
ろ
　
中
津
川
商
工
会
議
所
ホ
ー
ル

❷
❶
の
方
で
、
消
費
税
の
課
税
事
業
者
の

場
合
は
、
平
成
２６
年
分
の
基
準
期
間
（
平

成
２４
年
分
）
の
課
税
売
上
高
が
３
０
０
０

万
円
以
下
の
方

❸
給
与
所
得
者
や
年
金
受
給
者
（
高
額
所

得
者
や
相
談
内
容
が
複
雑
な
方
は
遠
慮
く

だ
さ
い
）

□
と
き
　
２
月
２４
日
㈫
～
２７
日
㈮
午
前
９

時
半
～
正
午
、
午
後
１
時
～
４
時

□
と
こ
ろ
　
市
役
所
会
議
棟

前
９
時
～
午
後
５
時
（
土
・
日
を
除
く
）

□
と
こ
ろ
　
中
津
川
商
工
会
議
所
ホ
ー
ル

※
こ
の
期
間
中
、
中
津
川
税
務
署
で
は
申

告
相
談
を
行
い
ま
せ
ん

　
　
中
津
川
税
務
署
志
０
５
７
３
―
６
６

―
１
２
０
２

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で
簡
単
作
成

　
国
税
庁
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
（http://

w
w
w
.nta.go.jp

）
の
「
確
定
申
告
書

等
作
成
コ
ー
ナ
ー
」
を
利
用
す
れ
ば
、
簡

単
に
申
告
書
が
作
成
で
き
ま
す
。

　
ま
た
直
接
、
国
税
電
子
申
告
納
税
シ
ス

テ
ム
（
ｅ
―
Ｔ
ａ
ｘ
）
も
利
用
で
き
ま
す
。

※
ｅ
―
Ｔ
ａ
ｘ
に
必
要
な
住
民
基
本
台
帳

カ
ー
ド
に
格
納
さ
れ
た
電
子
証
明
書
の
有

効
期
限
は
３
年
で
す
。
電
子
証
明
書
の
期

　
平
成
２６
年
分
の
確
定
申
告
と
市
・
県
民
税
の
申
告
が

２
月
１６
日
㈪
か
ら
始
ま
り
ま
す
。
期
間
の
終
盤
に
な
る

と
大
変
混
雑
し
ま
す
の
で
、
申
告
は
早
め
に
済
ま
せ
て

く
だ
さ
い
。

□
送
付
先
・
問
い
合
わ
せ
　
▽
確
定
申
告
＝
〒
５
０
８

―
８
６
１
１
中
津
川
市
か
や
の
木
町
４
―
３
中
津
川
税

務
署
志
０
５
７
３
―
６
６
―
１
２
０
２
　
▽
市
・
県
民

税
＝
〒
５
０
９
―
７
２
９
２
（
住
所
不
要
）
税
務
課
志

２
６
―
２
１
１
１（
内
線
１
２
９
）

３月 

１６日㈪

とき 対象地区

２月１６日㈪～１９日㈭ 大井町

南部５地域

２月２０日㈮～２５日㈬ 長島町
２月２６日㈭～２７日㈮ 東野
３月２日㈪ 飯地町
３月３日㈫ 中野方町
３月４日㈬ 笠置町
３月５日㈭ 武並町
３月６日㈮ 三郷町
３月９日㈪～１６日㈪ 市内全域

●市役所会議棟での受け付け●

申告会場 とき 対象地区

中野方コミセン ２月１６日㈪ １区～５区
２月１７日㈫ ６区～１１区

飯地コミセン ２月１８日㈬
飯地町全域２月１９日㈭

武並コミセン ２月２０日㈮ 藤
２月２３日㈪ 竹折

三郷コミセン ２月２４日㈫ 野井
２月２５日㈬ 佐 良々木・椋実

ＪＡ恵那北部支店 ２月２６日㈭ 毛呂窪・本郷
２月２７日㈮ 姫栗・河合

岩村振興事務所 ３月２日㈪～
３月６日㈮ 岩村町全域

串原振興事務所 ３月５日㈭～
３月６日㈮ 串原全域

明智振興事務所 ３月２日㈪～
３月１３日㈮ 明智町全域

山岡振興事務所 ３月９日㈪～
３月１６日㈪ 山岡町全域

上矢作振興事務所 ３月２日㈪～
３月４日㈬ 上矢作町全域

●各地域での受け付け●

※土・日曜日は除く

申問　：問い合わせ　　：申し込み　　※コミセン＝コミュニティセンターの略 

２月

１６日㈪

生
命
保
険
料
、

介
護
医
療
保
険

料
、
地
震
保
険

料
な
ど
）

※
国
民
年
金
保

険
料
な
ど
に
係

る
社
会
保
険
料

控
除
を
受
け
る

場
合
、
支
払
証

明
書
の
添
付
が

義
務
付
け
ら
れ

て
い
ま
す
。
日

本
年
金
機
構
な

ど
か
ら
送
付
さ

れ
た
証
明
書
を

持
参
し
て
く
だ

さ
い

　
確
定
申
告
特
設
会
場
で
、
申
告
を
受
け

付
け
ま
す
。

□
と
き
　
２
月
１６
日
㈪
～
３
月
１６
日
㈪
午

●
肉
用
牛
の
販
売
農
家
の
方
へ

　
肉
用
牛
を
一
定
の
家
畜
市
場
な
ど

で
売
却
し
た
場
合
や
、
農
業
協
同
組

合
な
ど
に
委
託
し
て
売
却
し
た
場

合
、
そ
の
所
得
の
課
税
の
特
例
を
受

け
る
に
は
、
確
定
申
告
の
際
に
「
肉

用
牛
売
却
所
得
の
税
額
計
算
書
」
と

「
肉
用
牛
売
却
証
明
書
」
が
必
要
で

す
。

※
国
民
健
康
保
険
料
、
後
期
高
齢
者

医
療
保
険
料
、
介
護
保
険
料
は
、
課

税
の
特
例
を
受
け
た
免
税
所
得
を
所

得
割
額
と
し
て
算
定
す
る
こ
と
と

な
っ
て
い
ま
す

 

確
定
申
告

 

市
・
県
民
税
の
申
告

 税 の申告

受
け
付
け
は

【確定申告特設会場】

問

問

（
平
日
の
み
）

2015.1.157 広報えな 6

学
び

子
育
て

ス
ポ
ー

ツ

高
齢
者

医 

療

く
ら
し

相
談

ご
み

健
康

税
の
申
告

福
祉
計
画
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恵那文化センター２月の催し
とき 催し物 会場 時間 入場料 主催（連絡先）

 ６日㈮～
 ８日㈰

第４１回市学生書道展
第２２回指導者展 集会室

　９：００～１７：００
（６日は１３：００～
（８日は１５：００まで）

無料 教育書道連盟（近藤）
志２６-２６９５

１１日㈬ 第１回東濃東部中学高校
吹奏楽祭 大ホール １３：３０～ 無料 中津高等学校

志０５７３-６６-１３６１

１５日㈰
県理学療法学会
一般公開特別講演
｢リハビリテーションの
過去・現在・そして未来へ｣

大ホール １３：２０～１４：５０ 無料 県理学療法学会（山口）
志０５７３-６５-１０３０

２２日㈰ 第２５回市伝統芸能大会
大ホール
他

　９：３０～ 無料
市伝統芸能大会実行委
員会志２６-３５２４

２１日㈯～
２２日㈰

市諸流茶花道早春フェスタ

展示室、
ホワイエ
（花道）
ロビー
（茶道）

花道９：００～１７：００
（２２日は９：００～１６：００）
茶道１０：００～１５：００
（２２日は１０：００～１４：００）

無料
市文化振興会
志２６-３５２４

平成２８年２月２日㈫から２月２８日㈰に文化センターの大ホール、集会室、展示室の使用（催し物に限る）を希望
する方は、２月１日㈰午前９時から抽選を行います。詳細は文化センターへ問い合わせください。

【文化センター２月の休館日】２日㈪・９日㈪・１２日㈭・１６日㈪・２３日㈪

明智かえでホール ２月の催し
とき 催し物 会場 時間 入場料 主催（連絡先）

２１日㈯
ピアノ・電子オルガン無料開放 練習室  ９：００～１７：００ 無料 明智かえでホール

※月１回かえでホールのピアノ・電子オルガンを無料開放します。受け付けは当日、先着順で１人当たり１時間程度、
対象は小・中・高校生です

ホールの利用は早めに申し込んでください。
【かえでホール２月の休館日】２日㈪・９日㈪・１２日㈭・１７日㈫・２３日㈪

申問　：問い合わせ　　：申し込み

◎催しの予定は変更になる場合があります。詳細は主催者へお尋ねください。
◎駐車場には限りがあります。来館の際は、車の乗り合わせや公共交通機関を利用ください。

新しく入った本ピックアップ
（１１月２３日～１２月１４日受け入れ新刊約４５６冊）

●一般書
子どもと本をつなぐ橋（田島多惠子／著）

「本が売れない」というけれど（永江朗／著）
バカをつらぬくのだ！（ドリアン助川／著）
品のある人、品のない人（中谷彰宏／著）
うるわしき戦後日本（ドナルド・キーン／著）
チベットに舞う日本刀（楊海英／著）
韓国が次に騒ぎ出す「歴史問題」（拳骨拓史／著）

「働くこと」を問い直す（山崎憲／著）
娘に「リケジョになりたい！」と言われたら（秋
田直美／著）
鼻呼吸なら薬はいらない（今井一彰／著）
ワンカップ大関は、なぜ、トップを走り続ける
ことができるのか？（ダイヤモンド・ビジネス
企画／編・著）
共働き夫婦のマネー術（花輪陽子／著）
実践フラワーアレンジメントラッピング（林芳
久／著）
京都食手帖（暮らす旅舎／編）
今日からはじめるやさしい陶芸入門（上村祥雄
／著）
マラソンで絶対にしてはいけない３５のこと（中
野ジェームズ修一／著）
外資系コンサルが実践している英語ファシリ
テーションの技術（太田信之／著）
いとの森の家（東直子／著）
みなそこ（中脇初枝／著）
大原御幸（林真理子／著）
銃と十字架（遠藤周作／著）

●児童書
４ひきのりっぱなこぐま（アーノルド・ローベ
ル／作）
ムーン・ジャンパー（ジャニス・メイ・ユードリー
／文）
てぶくろ（いもとようこ／作）
パンどうぞ（彦坂有紀／作）
みまわりこびと（アストリッド・リンドグレー
ン／文）
にこにこ（枡野俊明／文）
ぼくつかまらないもん！（マーガレット・ワイ
ズ・ブラウン／文）
トムテと赤いマフラー（レーナ・アッロ／文）
きょうのおやつは（わたなべちなつ／作）
このパンなにパン？（ふじもとのりこ／作・絵）
？が！に変わるとき（小国綾子／著）
マララさんこんにちは（ローズマリー・マカー
ニー／文）
みんなこうなるの？（ヤン・フォン・ホレーベ
ン／写真）
日本にしかいない生き物図鑑（今泉忠明／監修）
すがたをかえるたべものしゃしんえほん・７（宮
崎祥子／構成・文）
やろうよサッカー（西川陽介／著）
声の出ないぼくとマリさんの一週間（松本聰美
／作）
家庭科室の日曜日（村上しいこ／作）
くさいはんにんをさがしだせ！（川北亮司／作）

毎月第３日曜日は「市読書の日」
家族みんなで本を楽しもう

さ
さ
ゆ
り
認
知
症
カ
フ
ェ

を
開
催

　
お
い
し
い
コ
ー
ヒ
ー
を
飲
み
な

が
ら
、
も
の
忘
れ
や
介
護
に
つ
い

て
の
相
談
が
で
き
る
さ
さ
ゆ
り
カ

フ
ェ
を
開
催
し
ま
す
。

　
医
療
や
福
祉
の
専
門
ス
タ
ッ
フ

が
い
る
の
で
、
認
知
症
の
本
人
も

家
族
も
安
心
し
て
過
ご
せ
ま
す
。

　
今
回
は
、
バ
イ
オ
リ
ン
と
ピ
ア

ノ
に
よ
る
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト
を
開

催
し
ま
す
。
音
楽
を
楽
し
み
な
が

ら
ゆ
っ
た
り
と
し
た
時
間
を
過
ご

し
ま
せ
ん
か
。

□
と
き
　
２
月
２６
日
㈭
午
後
２
時

～
４
時

※
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト
は
午
後
２
時

半
ま
で

□
と
こ
ろ
　
㈿
東
濃
地
域
木
材
流

通
セ
ン
タ
ー
木キ

ー

ポ
イ
ン
ト
（
長
島

町
）

□
料
金
　
無
料

※
事
前
に
申
し
込
み
が
必
要
で
す

　
　
　
　
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
志
（
内
線
１
６
９
）

映
画
上
映
会
と
認
知
症
ケ

ア
講
演
会
を
開
催

　
大
湫
病
院
認
知
症
疾
患
医
療
セ

ン
タ
ー
で
は
、
認
知
症
に
つ
い
て

の
映
画
上
映
会
と
講
演
会
を
開
催

し
ま
す
。

　
映
画
上
映
会
で
は
、
漫
画
家
の

息
子
と
認
知
症
の
母
の
何
気
な
い

日
常
を
描
い
た
映
画
「
ペ
コ
ロ
ス

の
母
に
会
い
に
行
く
」
を
上
映
し

ま
す
。

　
講
演
会
で
は
、
現
場
で
実
際
の

介
護
に
関
わ
っ
て
い
る
実
践
者
か

ら
話
を
聞
き
ま
す
。

　
ぜ
ひ
、
お
越
し
く
だ
さ
い
。

□
と
き
　
１
月
３１
日
㈯
　
▽
上
映

会
＝
午
後
１
時
（
午
後
０
時
半
開

場
）　
▽
講
演
会
＝
午
後
３
時

□
と
こ
ろ
　
瑞
浪
市
総
合
文
化
セ

ン
タ
ー

□
定
員
　
１
５
０
人
（
定
員
に
な

り
次
第
締
め
切
り
）

□
講
演
会
講
師
　
安
藤
英
明
氏

（
㈲
耕
グ
ル
ー
プ
介
護
部
長
）

□
料
金
　
無
料

※
事
前
に
申
し
込
み
が
必
要
で
す

　
　
　
　
大
湫
病
院
志
０
５
７
２

︱
６
３
︱
２
２
３
１

「
恵
那
市
の
ご
み
処
理
と

利
用
」
展

　
市
中
央
図
書
館
（
伊
藤
文
庫
）

で
は
、
第
６
回
ミ
ニ
企
画
展
を
開

催
し
て
い
ま
す
。

　
市
内
の
ご
み
の
現
状
か
ら
処
理

の
流
れ
、
減
量
の
取
り
組
み
や
リ

サ
イ
ク
ル
な
ど
、「
ご
み
と
環
境
」

と
い
う
テ
ー
マ
に
焦
点
を
当
て
て

み
ま
し
た
。
ぜ
ひ
、
ご
覧
く
だ
さ

い
。

□
期
間
　
２
月
２５
日
㈬
ま
で

　
　
市
中
央
図
書
館
志
２
５
︱
５

１
２
０

読
み
聞
か
せ
サ
ポ
ー
タ
ー

養
成
講
座
の
受
講
生

　
市
中
央
図
書
館
で
は
、
読
み
聞

か
せ
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
の
受

講
生
を
募
集
し
ま
す
。
絵
本
の
読

み
聞
か
せ
サ
ポ
ー
タ
ー
と
し
て
活

動
し
た
い
方
や
、
も
う
一
度
、
読

み
聞
か
せ
を
学
び
た
い
方
は
、
ぜ

ひ
参
加
く
だ
さ
い
。

□
と
き
　
２
月
７
日
～
３
月
７
日

（
２
月
２１
日
を
除
く
毎
回
土
曜
日
）

午
前
１０
時
１５
分
～
正
午（
全
４
回
）

□
と
こ
ろ
　
市
中
央
図
書
館

□
定
員
　
１５
人
（
定
員
に
な
り
次

第
締
め
切
り
）

□
料
金
　
無
料

□
申
し
込
み
方
法
　
市
中
央
図
書

館
へ
直
接
か
電
話
で
申
し
込
む

□
締
め
切
り
　
２
月
６
日
㈮

　
　
　
　
市
中
央
図
書
館
志
２
５

︱
５
１
２
０

問

申
・
問

●２月の休館日
日 月 火 水 木 金 土
１ ２ ３ ４ ５ ６ ７
８ ９ １０１１１２１３１４
１５１６１７１８１９２０２１
２２２３２４２５２６２７２８
※１２日㈭は祝日振替のた
め、２６日㈭は図書整理の
ため休館

申
・
問

申
・
問

伝
統
民
俗
芸
能
活
動
へ
の

助
成

　
一
般
財
団
法
人
冲
永
文
化
振
興

財
団
で
は
、
伝
統
民
俗
芸
能
活
動

に
対
す
る
助
成
を
し
て
い
ま
す
。

□
対
象
　
❶
国
内
の
芸
術
文
化
団

体
が
主
催
か
、
他
の
団
体
と
共
催

す
る
な
ど
し
て
実
施
す
る
伝
統
民

俗
芸
能
公
演
や
公
開
事
業
❷
国
内

の
芸
術
文
化
団
体
か
個
人
が
実
施

す
る
伝
統
民
俗
芸
能
の
保
存
伝
習

事
業

□
期
間
　
平
成
２７
年
４
月
～
平
成

２８
年
３
月
の
間
に
実
施
す
る
事
業

□
助
成
　
１０
～
２０
万
円

□
締
め
切
り
　
２
月
２０
日
㈮

□
申
し
込
み
方
法
　
文
化
ス
ポ
ー

ツ
課
に
備
え
付
け
の
申
請
書
に
記

入
し
、
❶
団
体
規
約
か
会
則
❷
平

成
２７
年
度
収
支
予
算
書
❸
活
動
記

録
写
真
や
活
動
資
料
︱
を
添
え
て

提
出
く
だ
さ
い
。
詳
細
は
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
文
化
ス
ポ
ー
ツ
課
（
内

線
３
３
５
）

申
・
問

案
　
　
内

恵那文化センター　志２５-５１２１
http://bunka.city.ena.lg.jp/

明智かえでホール　志５４-３９９１
文化スポーツ課　志２６-２１１１（内線３３５）

案
　
　
内

募
　
　
集

▲ごみと環境に関する展示

案
　
　
内

▲本の読み聞かせを学ぶ

学
び

子
育
て

ス
ポ
ー

ツ

高
齢
者

医 

療

く
ら
し

相
談

ご
み

健
康

税
の
申
告

福
祉
計
画



申問　：問い合わせ　　：申し込み

ス
ケ
ー
ト
場
冬
季
営
業
の

最
終
日
に
感
謝
イ
ベ
ン
ト

　
恵
那
ス
ケ
ー
ト
場
の
冬
季
営
業

は
、２
月
２２
日
㈰
に
終
了
し
ま
す
。

　
最
終
日
は
感
謝
イ
ベ
ン
ト
を
開

催
し
、
ス
ケ
ー
ト
滑
走
料
を
無
料

と
し
ま
す
。

　
本
年
度
最
後
の
ア
イ
ス
ス
ケ
ー

ト
を
家
族
や
友
人
と
楽
し
み
ま
せ

ん
か
。

□
と
き
　
２
月
２２
日
㈰
午
前
８
時

半
～
午
後
８
時
半

※
貸
靴
代
５
０
０
円
は
必
要

　
　
恵
那
ス
ケ
ー
ト
場
志
２
８
―

３
３
９
０

カ
ー
リ
ン
グ
教
室

　
誰
で
も
気
軽
に
参
加
で
き
る

カ
ー
リ
ン
グ
教
室
で
す
。
ぜ
ひ
参

加
く
だ
さ
い
。

□
と
き
　
２
月
１
日
㈰
、
７
日
㈯

午
後
４
時
半
～
６
時
半

□
定
員
　
各
２０
人
（
定
員
に
な
り

次
第
締
め
切
り
）

□
料
金
　
無
料

　
　
　
　
恵
那
ス
ケ
ー
ト
場
志
２

８
―
３
３
９
０

各
種
教
室
の
参
加
者
を
募

集　
ら
っ
ぽ
（
楽
歩
）
で
は
、
生
活

習
慣
病
の
予
防
や
転
倒
予
防
、
健

康
づ
く
り
の
た
め
に
、
各
種
教
室

を
開
催
し
ま
す
。

　
こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
参
加
く
だ
さ

い
。

ア
ク
ア
ビ
ク
ス
教
室

□
と
き
　
２
月
４
日
～
３
月
２５
日

（
毎
週
水
曜
日
）
午
後
７
時
５０
分

～
８
時
４０
分
（
全
８
回
）     

□
定
員
　
２５
人

□
持
ち
物
　
水
着
、
水
泳
帽
子

□
講
師
　
笹
木
美
穂
さ
ん
　

□
料
金
　
４
０
０
０
円

ピ
ラ
テ
ィ
ス
教
室

□
と
き
　
２
月
６
日
～
３
月
２７
日

（
毎
週
金
曜
日
）
午
後
７
時
～
７

時
５０
分
（
全
８
回
）　
　

□
定
員
　
２５
人

□
持
ち
物
　
靴
、
タ
オ
ル
、
飲
み

物□
講
師
　
笹
木
美
穂
さ
ん

□
料
金
　
４
０
０
０
円

体
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
ヨ
ガ
教
室

□
と
き
　
２
月
３
日
～
３
月
３１
日

（
２
月
１０
日
と
３
月
１０
日
を
除
く

毎
週
火
曜
日
）
午
後
１
時
半
～
３

時
、
２
月
１２
日
、
３
月
１２
日
（
毎

回
木
曜
日
）
午
前
１０
時
半
～
正
午

（
全
９
回
）

□
定
員
　
２０
人

□
持
ち
物
　
５
本
指
靴
下
、
タ
オ

ル
、
飲
み
物

□
講
師
　
鵜
飼
千
代
さ
ん

□
料
金
　
４
５
０
０
円

簡
単
エ
ア
ロ
ビ
教
室

□
と
き
　
２
月
１１
日
、
２５
日
、
３

月
１１
日
、
２５
日
（
毎
回
水
曜
日
）

午
後
７
時
～
７
時
４０
分（
全
４
回
）

□
定
員
　
２０
人

□
持
ち
物
　
靴
、
タ
オ
ル

□
講
師
　
笹
木
美
穂
さ
ん

□
料
金
　
２
０
０
０
円

水
中
運
動
教
室
（
火
曜
日
昼
）

□
と
き
　
２
月
３
日
～
３
月
３１
日

（
毎
週
火
曜
日
）
午
後
１
時
半
～

２
時
（
全
９
回
）

□
定
員
　
２５
人

□
持
ち
物
　
水
着
、
水
泳
帽
子

□
講
師
　
施
設
職
員

□
料
金
　
無
料

水
中
運
動
教
室
（
水
曜
日
昼
）

□
と
き
　
２
月
４
日
～
３
月
２５
日

（
２
月
１１
日
を
除
く
毎
週
水
曜
日
）

❶
午
後
１
時
半
～
２
時
❷
午
後
２

時
２０
分
～
２
時
５０
分
（
全
７
回
）

□
定
員
　
各
２５
人

□
持
ち
物
　
水
着
、
水
泳
帽
子

□
講
師
　
施
設
職
員

□
料
金
　
無
料

水
中
運
動
教
室
（
夜
）

□
と
き
　
３
月
１２
日
、
２６
日
（
毎

回
木
曜
日
）
午
後
７
時
４０
分
～
８

時
１０
分
（
全
２
回
）

□
定
員
　
２５
人

□
持
ち
物
　
水
着
、
水
泳
帽
子

□
講
師
　
施
設
職
員

□
料
金
　
無
料

筋
ト
レ
を
暮
ら
し
の
中
に

□
と
き
　
２
月
６
日
～
３
月
２０
日

（
毎
週
金
曜
日
）
午
後
１
時
半
～

２
時
半
（
全
７
回
）

□
定
員
　
２５
人

□
持
ち
物
　
靴
、
タ
オ
ル
、
飲
み

物□
講
師
　
前
田
芳
美
さ
ん

□
料
金
　
無
料

共
通

□
申
し
込
み
方
法
　
直
接
か
電
話

で
申
し
込
む

※
「
水
中
運
動
教
室
」
と
「
筋
ト

レ
を
暮
ら
し
の
中
に
」
は
、
本
人

が
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。
各
教

室
と
も
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切

り
ま
す
。
１
人
で
複
数
人
の
申
し

込
み
は
で
き
ま
せ
ん
。
ま
た
申
し

込
み
後
の
開
催
通
知
は
し
ま
せ
ん

の
で
、
了
承
く
だ
さ
い

□
受
付
期
間
　
１
月
２７
日
㈫
午
前

１０
時
～
３１
日
㈯

□
施
設
利
用
料
　
一
般
３
０
０
円

／
回
、
小
中
学
生
１
５
０
円
／
回

申
・
問

市
立
恵
那
病
院
で
糖
尿
病

教
室
を
開
催

　
糖
尿
病
に
つ
い
て
正
し
い
知
識

を
持
っ
て
健
康
管
理
し
て
も
ら
う

た
め
の
糖
尿
病
教
室
で
す
。
最
終

回
の
今
回
は
「
糖
尿
病
の
生
活
に

つ
い
て
」を
テ
ー
マ
に
学
び
ま
す
。

ぜ
ひ
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

□
と
き
　
２
月
４
日
㈬
午
後
２
時

～
３
時

□
と
こ
ろ
　
市
立
恵
那
病
院

□
定
員
　
２０
人
（
定
員
に
な
り
次

第
締
め
切
り
）

□
料
金
　
無
料

□
講
師
　
早
川
ゆ
み
氏
（
市
立
恵

那
病
院
看
護
師
）

□
締
め
切
り
　
１
月
３０
日
㈮

　
　
　
　
市
立
恵
那
病
院
医
事
課

志
２
６
―
２
１
２
１
（
平
日
午
前

８
時
半
～
午
後
５
時
）

案
　
　
内

申
・
問

食
事
を
届
け
安
否
を
確
認

し
ま
す

　
市
で
は
、
一
人
暮
ら
し
の
高
齢

者
な
ど
に
食
事
を
届
け
、
安
否
の

確
認
を
行
う
「
お
元
気
見
守
り
食

事
サ
ー
ビ
ス
」
を
実
施
し
て
い
ま

す
。

　
詳
細
は
高
齢
福
祉
課
へ
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

□
対
象
　
次
の
い
ず
れ
も
満
た
す

方
。
❶
介
護
認
定
を
受
け
て
い
な

い
方
❷
お
お
む
ね
６５
歳
以
上
で
一

人
暮
ら
し
の
方
か
、
見
守
り
が
必

要
な
高
齢
者
世
帯

□
利
用
　
週
２
回
ま
で

□
料
金
　
３
５
０
～
６
０
０
円
／

食
（
弁
当
代
）

　
　
　
　
高
齢
福
祉
課
志
（
内
線

１
６
５
）

想
い
出
列
車
を
運
行

　
第
２
回
「
想
い
出
列
車
」
を
運

行
し
ま
す
。
明
知
鉄
道
の
車
内
で

昔
懐
か
し
い
音
楽
を
聴
き
、
歌
を

歌
い
な
が
ら
恵
那
駅
か
ら
明
智
駅

へ
向
か
い
ま
す
。
回
想
法
セ
ン

タ
ー
で
は
昔
懐
か
し
い
道
具
を
見

て
触
り
、回
想
法
を
体
験
し
ま
す
。

ひ
な
人
形
の
見
学
も
あ
り
ま
す
。

□
日
に
ち
　
３
月
３
日
㈫

□
行
程
　
▽
往
路
＝
午
前
９
時
２７

申
・
問

申
・
問

恵
那
峡
ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ
ン

の
出
店
者

　
４
月
１９
日
㈰
に
開
催
す
る
、
第

１４
回
恵
那
峡
ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ
ン
大

会
当
日
の
出
店
者
を
募
集
し
ま

す
。

　
応
募
者
が
多
数
の
場
合
は
、
業

種
ご
と
に
大
会
実
行
委
員
会
が
審

査
し
決
定
し
ま
す
。

□
時
間
　
午
前
８
時
～
午
後
１
時

半
ご
ろ

□
と
こ
ろ
　
恵
那
ス
ケ
ー
ト
場

□
対
象
　
恵
那
を
紹
介
す
る
地
場

産
品
や
土
産
物
、
ラ
ン
ナ
ー
向
け

の
ス
ポ
ー
ツ
用
品
、
来
場
者
へ
軽

食
類
を
販
売
す
る
方

□
条
件
　
電
源
や
水
は
各
自
で
用

意
し
、
排
水
や
ご
み
な
ど
は
終
了

後
に
持
ち
帰
っ
て
く
だ
さ
い
。
最

大
積
載
量
２
㌧
を
超
え
る
車
両
は

入
場
で
き
ま
せ
ん
。

□
定
員
　
１４
店
舗

□
料
金
　
▽
市
内
の
方
＝
無
料
　

▽
市
外
の
方
＝
１
万
円

□
申
し
込
み
方
法
　
電
話
か
フ
ァ

ク
ス
、
電
子
メ
ー
ル
で
❶
代
表
者

の
氏
名
❷
住
所
❸
連
絡
先
❹
取
り

扱
う
商
品
―
を
伝
え
る

□
締
め
切
り
　
２
月
２７
日
㈮
午
後

５
時

□
そ
の
他
　
途
中
で
の
入
出
場
は

で
き
ま
せ
ん
。
会
場
で
使
用
で
き

る
広
さ
は
、
約
２
㍍
×
４
㍍
ま
で

で
す
。
テ
ン
ト
や
机
な
ど
、
必
要

な
備
品
は
各
自
で
用
意
し
て
く
だ

さ
い
。

　
　
　
　
恵
那
峡
ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ

ン
大
会
実
行
委
員
会
（
ま
き
が
ね

公
園
体
育
館
内
）
志
２
５
―
６
４

７
８
、
思
２
５
―
７
２
５
６
、
糸

tairen@
tairen.enat.jp

（
月

曜
日
休
館
）

分
恵
那
駅
発
―
１０
時
１６
分
明
智
駅

着
　
▽
復
路
＝
午
後
１
時
５９
分
明

智
駅
発
―
２
時
４７
分
恵
那
駅
着

□
定
員
　
４０
人
（
定
員
に
な
り
次

第
締
め
切
り
）

□
対
象
　
市
内
在
住
で
６５
歳
以
上

の
方

□
料
金
　
１
０
０
０
円
（
食
事
代

を
含
む
）

□
申
し
込
み
方
法
　
地
域
包
括
支

援
セ
ン
タ
ー
へ
電
話
で
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。
１
度
の
電
話
で
３
人

ま
で
申
し
込
み
で
き
ま
す
。

※
初
め
て
参
加
す
る
方
を
優
先

□
受
付
期
間
　
１
月
２６
日
㈪
～
２

月
１０
日
㈫

　
　
　
　
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
志
（
内
線
１
６
７
）

成
年
後
見
制
度
の
巡
回
相

談　
専
門
の
相
談
員
が
、
無
料
で
相

談
に
応
じ
ま
す
。

□
と
き
　
２
月
１２
日
㈭
午
後
１
時

半
～
３
時
半

※
事
前
に
予
約
が
必
要
で
す

□
と
こ
ろ
　
市
役
所
西
庁
舎
１
階

相
談
室

□
相
談
員
　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
東
濃
成

年
後
見
セ
ン
タ
ー
中
津
川
・
恵
那

事
務
所
相
談
員

　
　
　
　
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
志
（
内
線
１
６
９
）

申
・
問

学
び

子
育
て

ス
ポ
ー

ツ

高
齢
者

医 

療

く
ら
し

相
談

ご
み

健
康

税
の
申
告

福
祉
計
画

申
・
問

▲普段はできないカーリングを体験

▲ハーフマラソン来場者に食べ物などを販売

募
　
　
集

案
　
　
内

健康体力センター講習会（２月）△

とき＝５日㈭・１９日㈭午前１０時（託
児付）、１３日㈮・２７日㈮午後７時　

△

と
ころ＝まきがね公園体育館健康体力セ
ンター　

△

料金＝５２０円　

△

持ち物＝
屋内シューズ　

△

対象＝高校生以上（要
予約・時間厳守）
託児付きトレーニング DAY（２月）△

とき＝５日㈭・１９日㈭午前１０時～正
午（要予約）　

△

ところ＝まきがね公
園体育館健康体力センター
プチ講習（２月）△

とき＝６日㈮（ストレッチポール）、
１３日㈮（ソフトエアロビ）、２０日㈮
（チューブエクササイズ）、２７日㈮（ボー
ルエクササイズ）午前１０時～１０時半　△

ところ＝まきがね公園体育館　

△

料
金＝２００円／回
体育施設の貸し出し抽選日（２・３月）△

とき＝１月２０日㈫（２月分）、２月２０
日㈮（３月分）、午後７時　

△

ところ＝
まきがね公園体育館
　　　　まきがね公園体育館（市体育
連盟）志２５-６４７８（月曜日休館）

問申 ・

問
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申問　：問い合わせ　　：申し込み　　※コミセン＝コミュニティセンターの略

こ
ど
も
元
気
プ
ラ
ザ
の
イ

ベ
ン
ト

お
父
さ
ん
集
ま
れ
！

　
鬼
の
面
を
作
り
、
み
ん
な
で
豆

ま
き
な
ど
を
し
ま
せ
ん
か
。

□
と
き
　
２
月
７
日
㈯
午
前
１０
時

２０
分
～
１１
時

□
と
こ
ろ
　
こ
ど
も
元
気
プ
ラ
ザ

□
対
象
　
プ
ラ
ザ
登
録
の
親
子

※
申
し
込
み
は
不
要
で
す
　
　
　

　
　
こ
ど
も
元
気
プ
ラ
ザ
志
２
５

―
１
１
５
５

マ
マ
ク
ッ
キ
ン
グ
講
座

　
卵
や
大
豆
、
牛
乳
ア
レ
ル
ギ
ー

が
あ
る
子
ど
も
で
も
食
べ
ら
れ
る

お
や
つ
作
り
を
学
び
ま
せ
ん
か
。

□
と
き
　
２
月
２６
日
㈭
、
３
月
５

日
㈭
午
前
１０
時
～
１１
時
半

□
と
こ
ろ　

恵
那
文
化
セ
ン
タ
ー

□
対
象
　
プ
ラ
ザ
登
録
の
未
就
園

児
の
親

□
定
員
　
各
１２
組
（
先
着
順
）

□
講
師
　
橋
詰
美
智
子
さ
ん
（
恵

那
さ
ら
さ
食
生
活
改
善
協
議
会
）

□
受
付
開
始
日
　
１
月
２６
日
㈪

※
先
着
１２
人
ま
で
託
児
利
用
が
可

　
　
　
　
こ
ど
も
元
気
プ
ラ
ザ
志

２
５
―
１
１
５
５

親
子
で
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
セ
ラ
ピ
ー

　
普
段
触
れ
る
こ
と
が
で
き
な
い

楽
器
で
楽
し
み
ま
せ
ん
か
。

□
と
き
　
２
月
２５
日
㈬
❶
午
前
１０

時
～
１０
時
４０
分
❷
午
前
１０
時
５０
分

～
１１
時
半

□
と
こ
ろ
　
こ
ど
も
元
気
プ
ラ
ザ

□
対
象
　
❶
１
歳
未
満
の
未
就
園

児
と
保
護
者
❷
１
歳
以
上
の
未
就

園
児
と
保
護
者

□
定
員
　
各
１５
組
（
先
着
順
）

□
料
金
　
無
料

□
講
師
　
村
松
民
子
さ
ん
（
音
楽

療
法
士
）

□
受
付
開
始
日
　
１
月
２６
日
㈪

　
　
　
　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
こ
ぎ
つ
ね

く
ん
わ
ー
る
ど
志
３
２
―
１
１
２

１（
月
・
水
・
金
曜
日
午
前
１０
時

～
午
後
３
時
）

こ
ぎ
つ
ね
の
森
の
催
し

節
分
会

　「
い
わ
む
ら
の
憩い

こ
い
」
へ
行
き
、

節
分
の
鬼
退
治
を
し
ま
せ
ん
か
。

□
と
き
　
２
月
４
日
㈬
午
前
１０
時

１５
分

□
と
こ
ろ
　
こ
ぎ
つ
ね
の
森
出
発

ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
セ
ラ
ピ
ー

□
と
き
　
２
月
９
日
㈪
午
前
１０
時

～
１１
時
半

□
と
こ
ろ
　
ふ
る
さ
と
富
田
会
館

□
講
師
　
村
松
民
子
さ
ん

共
通

□
対
象
　
未
就
園
児
の
親
子

□
定
員
　
２０
組
（
先
着
順
）

□
受
け
付
け
開
始
　
１
月
２６
日
㈪

□
参
加
料
　
無
料

□
施
設
使
用
料
　
▽
会
員
＝
無
料

▽
非
会
員
＝
１
０
０
円

※
予
約
の
上
、
参
加
く
だ
さ
い

　
　
　
　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
こ
ぎ
つ
ね

く
ん
わ
ー
る
ど
志
３
２
―
１
１
２

１（
月
・
水
・
金
曜
日
午
前
１０
時

～
午
後
３
時
）

山
岡
子
育
て
支
援
セ
ン

タ
ー
の
催
し

小
板
さ
ん
の
腹
話
術

　
腹
話
術
や
子
ど
も
向
け
の
歌
で

楽
し
み
ま
せ
ん
か
。

□
と
き
　
２
月
１３
日
㈮
午
前
１０
時

～
１１
時

□
と
こ
ろ
　
山
岡
コ
ミ
セ
ン

□
対
象
　
０
～
２
歳
児
の
親
子

□
講
師
　
小
板
三
江
子
さ
ん

□
持
ち
物
　
飲
み
物

※
申
し
込
み
は
不
要
で
す

　
　
山
岡
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

志
５
６
―
２
２
５
５

『みんなで育もう  きらきら恵那の宝　そして残そう　恵那の宝を』　市ウェブサイトでは「市の計画・
施策」の「各種計画・指針」の中で「恵那市次世代育成支援行動計画（後期計画）」を公開しています。

申
・
問

問

問

申
・
問

申
・
問

問問問

各
種
行
政
委
員
な
ど
が
決

ま
り
ま
し
た

　　
第
４
回
市
議
会
定
例
会
で
、
市

議
会
議
長
や
各
行
政
委
員
会
な
ど

の
委
員
が
決
ま
り
ま
し
た
。

　
新
た
に
選
任
、
任
命
さ
れ
た
委

員
の
皆
さ
ん
を
紹
介
し
ま
す
（
敬

称
略
）。

市
議
会
議
長

市
議
会
副
議
長

　
　
議
会
事
務
局（
内
線
４
０
３
）

監
査
委
員

　
　
監
査
委
員
事
務
局
（
内
線

３
５
０
）

公
平
委
員
会
委
員

　
　
公
平
委
員
会
事
務
局
（
内
線

３
５
０
）

固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委
員

　
　
総
務
課
（
内
線
４
５
２
）

教
育
委
員
会
委
員

　
　
教
育
委
員
会
教
育
総
務
課

（
内
線
４
６
３
）

※
各
委
員
は
、
昨
年
１２
月
か
ら
任

期
を
務
め
て
い
ま
す

宝
く
じ
の
助
成
で
災
害
用

資
材
を
整
備

　
三
郷
町
自
治
連
合
会
で
は
、
宝

く
じ
の
助
成
金
に
よ
る
地
域
防
災

組
織
育
成
助
成
事
業
を
活
用
し
、

地
震
や
火
災
な
ど
の
災
害
時
や
、

防
災
訓
練
に
活
用
す
る
現
地
災
害

対
策
本
部
用
の
資
材
を
整
備
し
ま

し
た
。

　
こ
の
助
成
事
業
は
、
一
般
財
団

法
人
自
治
総
合
セ
ン
タ
ー
が
、
宝

く
じ
の
社
会
貢
献
広
報
事
業
と
し

て
、
宝
く
じ
の
受
託
事
業
収
入
を

財
源
と
し
て
実
施
し
て
い
る
も
の

で
、
住
民
が
地
域
を
災
害
か
ら
守

る
た
め
に
自
主
的
に
結
成
し
た
組

織
な
ど
が
行
う
被
害
防
止
活
動
や

軽
減
活
動
に
直
接
資
す
る
も
の
を

対
象
と
し
て
い
ま
す
。

　
　
防
災
情
報
課
（
内
線
３
５
３
）

交
通
遺
児
激
励
金
を
支
給

 

　
県
で
は
、
毎
年
５
月
５
日
の

「
こ
ど
も
の
日
」
に
合
わ
せ
、
交

通
遺
児
の
方
に
激
励
金
を
贈
っ
て

い
ま
す
。
対
象
条
件
に
該
当
す
る

方
は
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

□
対
象
　
次
の
全
て
に
該
当
す
る

方
。
❶
５
月
５
日
現
在
、
県
内
に

居
住
し
て
い
る
方
❷
交
通
事
故

で
、
そ
れ
ま
で
生
計
を
共
に
し
て

い
た
父
か
母（
そ
れ
に
代
わ
る
方
）

を
亡
く
し
た
方
❸
義
務
教
育
終
了

ま
で
の
方
か
、
高
等
学
校
在
学
中

（
高
等
専
門
学
校
３
年
修
了
ま
で

の
方
、
特
別
支
援
学
校
の
高
等
部

在
学
中
の
方
を
含
む
）
で
満
２０
歳

未
満
の
方

□
激
励
金
　
▽
乳
幼
児
・
小
学
生

＝
１
万
５
０
０
０
円
　
▽
中
学
生

＝
２
万
円
　
▽
高
校
生
な
ど
＝
２

万
５
０
０
０
円

※
交
通
遺
児
と
な
っ
た
後
、
養
子

縁
組
し
た
方
、
父
や
母
が
再
婚
し

生
計
を
共
に
す
る
こ
と
と
な
っ
た

方
は
対
象
外
で
す
。
申
請
時
か
ら

高
等
学
校
な
ど
に
就
学
中
（
２０
歳

未
満
）
ま
で
支
給
し
ま
す

□
締
め
切
り
　
２
月
２７
日
㈮

　
　
　
　
防
災
情
報
課
（
内
線
３

５
４
）

１
月
３１
日
㈯
は
住
民
票
な

ど
が
交
付
で
き
ま
せ
ん

　
１
月
３１
日
㈯
は
、
電
気
設
備
点

検
の
た
め
市
役
所
が
停
電
し
ま

す
。こ
れ
に
伴
い
こ
の
日
は
終
日
、

恵
那
文
化
セ
ン
タ
ー
で
の
住
民
票

や
印
鑑
登
録
証
明
書
の
交
付
が
で

き
ま
せ
ん
。
ま
た
市
ウ
ェ
ブ
サ
イ

ト
も
、
午
前
７
時
半
か
ら
午
後
６

時
ご
ろ
ま
で
閲
覧
で
き
ま
せ
ん
。

　
市
役
所
へ
の
電
話
や
死
亡
届
の

手
続
き
は
通
常
通
り
で
き
ま
す
。

ご
迷
惑
を
お
掛
け
し
ま
す
が
、
皆

さ
ん
の
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
　
財
務
課
（
内
線
４
３
５
）

公
共
下
水
道
の
事
業
計
画

変
更
案
を
縦
覧

　
市
で
は
、
公
共
下
水
道
の
事
業

計
画
変
更
案
の
縦
覧
を
行
い
ま

す
。

　
こ
の
計
画
案
に
つ
い
て
意
見
の

あ
る
方
は
、
縦
覧
期
間
内
に
市
長

に
意
見
書
を
提
出
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

□
変
更
内
容
　
奥
戸
処
理
区
の
事

業
期
間
の
延
伸

□
縦
覧
期
間
　
１
月
２３
日
㈮
～
２

月
５
日
㈭
午
前
８
時
半
～
午
後
５

時
１５
分
（
土
・
日
曜
日
を
除
く
）

□
縦
覧
場
所
　
上
下
水
道
課

　
　
上
下
水
道
課
（
内
線
２
１
５
）

問

問

申
・
問

問

問 問

学
び

子
育
て

ス
ポ
ー

ツ

高
齢
者

医 

療

く
ら
し

相
談

ご
み

健
康

税
の
申
告

福
祉
計
画

案
　
　
内

　子育て支援センター開館日　２月の予定
名称 開館日 連絡先

  こども元気プラザ
月曜日午前９時～正午
火～土曜日午前９時～午後６時（子育て支援センターは火～
金曜日午前１０時半～１１時）　月曜日、土曜日は開放日
※親子で来場ください

志２５-１１５５
（こども元気プラザ）  やまびこ子育て支援センター

     （やまびこ保育園内） 毎週水曜日午前９時４５分～１１時２０分（０～未就園児）

  武並子育て支援センター
     （武並保育園内）

毎週火曜日午前９時４５分～１１時２０分（０～未就園児）
※１７日は休館

  岩村子育て支援センター
     （岩村保育園内） 毎週木曜日午前１０時１５分～１１時半（０～未就園児） 志４３-２２０９

  山岡子育て支援センター
     （山岡保育園内）

毎週月曜日午前９時半～１１時半（1歳児）
毎週金曜日午前９時半～１１時半（２歳児）
第２水曜日午前１０時～１１時半（０歳児）
※毎月第２・４木曜日は相談日

志５６-２２５５

  明智子育て支援センター
     （明智保育園内） 毎週火曜日午前９時半～１１時（０～未就園児） 志５４-２０３０

  吉田子育て支援センター
     （吉田保育園内）

毎週月・木曜日午前９時半～１１時１５分（０～未就園児）
※第１・３水曜日午前９時半～１１時は串原保育園で開催 志５４-４５４５

  上矢作子育て支援センター
     （上矢作保育園内） 毎週火・金曜日午前１０時～１１時半（０～未就園児） 志４８-３１１１

紹
　
　
介

案
　
　
内

堀誠
まこと

（大井町）
荒田雅

まさ

晴
はる

（上矢作町）

後藤康
やす

司
し

（山岡町）
榊原章

あや

夫
お

（春日井市）
柘植麻

ま

美
み

（大井町）
西尾修

のぶ

欣
よし

（山岡町）

▲テントなど災害用資材を整備
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消
防
庁
長
官
表
彰

□
永
年
勤
続
功
労
章
　
水
野
富
夫

（
本
部
）

□
退
職
消
防
団
員
第
１
号
報
償

佐
藤
信
之
、
鶴
見
敬
太
郎
、
成
瀬

正
宏
（
本
部
）
永
谷
尚
己
（
長
島
）

平
林
和
夫
（
串
原
）

□
退
職
消
防
団
員
第
２
号
報
償
　

稲
垣
利
彦
、
大
脇
忠
久
、
度
会
武

司
、中
垣
知
己
、山
田
慎
一（
本
部
）

砂
場
嘉
仁
（
大
井
）
纐
纈
好
朗
、

熊
崎
浩
明
、
磯
村
徹
郎
（
長
島
）

藤
川
大
虎
、
伊
藤
政
樹
（
東
野
）

小
林
浩
樹
、
渡
邉
勝
久
、
安
藤
潤

也
、
丸
山
芳
久
、
石
田
英
正
、
渡

辺
和
也
（
三
郷
）
山
本
章
生
（
武

並
）
鈴
村
直
哉
、
安
田
直
哉
、
藤

井
紀
弘
（
笠
置
）
池
戸
昭
夫
、
柘

植
康
晴
、
松
岡
常
光
（
中
野
方
）

保
母
龍
一
、
曽
我
文
弘
、
柘
植
光

洋
、佐
藤
昌
宏
、纐
纈
信
吾（
飯
地
）

中
根
崇
喜
、
安
藤
昌
彦
、
鈴
木
聡
、

鈴
木
弘
康
、
小
川
一
貴
、
市
川
智

康
、
遠
山
誠
、
塚
田
茂
、
後
藤
正

明（
岩
村
）伊
藤
剛
生
、近
藤
晃
幹
、

佐
々
木
雅
浩
、
中
島
健
児
、
水
野

孝
彦
、
伊
藤
誠
、
市
川
正
興
、
西

尾
孝
臣
、
長
谷
川
恭
由
（
山
岡
）

阿
部
克
則
、
成
瀬
貴
人
、
安
藤
元

樹（
明
智
）中
垣
幸
司
、成
瀬
和
史
、

後
藤
優
、
大
島
邦
徳
（
串
原
）
樋

田
誠
、
安
藤
宏
通
、
原
高
広
、
塚

田
正
明
、
大
島
啓
貴
、
小
木
曽
直

樹
、
夏
目
正
和
、
安
藤
泰
寛
、
川

上
明
徳
、
梅
本
智
和
、
荻
山
勝
、

小
倉
英
敏
、
高
井
良
三
、
安
藤
誠

（
上
矢
作
）

県
知
事
表
彰

□
退
職
消
防
団
員
報
償
楯
　
纐
纈

康
広（
本
部
）林
勇
、柘
植
博
志（
大

井
）梶
田
博
己（
東
野
）遠
山
健
造
、

安
田
真
司
、
纐
纈
英
則
、
山
本
直

久
、
纐
纈
清
（
武
並
）
林
幸
太
郎

（
笠
置
）
各
務
和
雄
、
山
口
秀
明
、

各
務
義
臣
（
中
野
方
）
西
久
保
秀

樹
、伊
藤
敦
司
、河
合
宏
一
郎
（
岩

村
）
西
尾
英
明
、
小
木
曽
史
英
、

加
藤
佳
孝
、
鈴
木
浩
司
、
糟
谷
誠
、

鈴
木
研
次
、
春
日
井
智
久
、
春
日

井
誓
一
、
伊
藤
雅
朗
、
吉
村
将
明
、

原
田
竜
一
、
高
津
英
敬
、
鈴
木
基

之
、牧
野
裕
二（
山
岡
）纐
纈
千
尋
、

伊
藤
修
（
明
智
）
市
岡
宜
展
（
上

矢
作
）

□
永
年
勤
続
功
労
章
　
中
垣
良
章

（
本
部
）
川
上
隆
久
（
長
島
）
大

島
光
洋
（
串
原
）　

□
勤
続
功
労
章
　
古
屋
広
実
（
大

井
）井
手
成
之
、安
田
光
宏（
長
島
）

林
裕
一
（
笠
置
）
井
戸
章
仁
（
中

野
方
）
林
茂
（
飯
地
）
佐
々
木
啓

二
（
岩
村
）
小
木
曽
幸
広
（
山
岡
）

堀
恵
正（
串
原
）片
桐
啓（
上
矢
作
）

□
功
労
章
　
西
尾
公
且
、
中
田
和

昌
、
荒
川
利
通
、
中
村
政
則
、
熊

澤
裕
（
大
井
）
大
宮
貴
之
、
藤
井

新
悟
、近
藤
和
也
、小
林
雅
生
（
長

島
）
遠
藤
美
孝
、
小
木
曽
貴
広
、

市
川
隆
弘
（
東
野
）
藤
井
嘉
人
、

足
立
直
樹
（
三
郷
）
渡
辺
智
仁
、

荻
山
啓
明
、
山
内
晶
二
、
水
谷
和

也
、
山
本
尚
弘
、
林
尚
人
（
武
並
）

林
裕
一
、
山
田
英
明
（
笠
置
）
鈴

村
和
敏
（
中
野
方
）
林
茂
、
柘
植

昭
宏
、
安
藤
元
和
、
纐
纈
紀
博
、

各
務
幸
治
、
纐
纈
正
徳
（
飯
地
）

安
江
亨
浩
、
三
浦
邦
敏
、
宮
地
祐

　
１
月
４
日
、
恵
那
文
化
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
た
平
成
２７
年
市
消

防
出
初
式
の
式
典
で
、
地
域
の
防
災
に
活
躍
し
た
消
防
功
労
者
と
し

て
、
４
５
８
人
１５
家
族
５
団
体
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　
主
な
被
表
彰
者
の
皆
さ
ん
は
次
の
通
り
で
す
。（
分
団
別
・
敬
称
略
）

　
　
消
防
課
志
２
６
―
０
１
１
９
（
内
線
２
５
０
）

消
防
出
初
式
で
功
労
者
を
表
彰

４
７
８
の
個
人
と
団
体

司
、
大
原
公
夫
（
岩
村
）
小
木
曽

幸
広
、
丸
山
福
美
、
樋
田
真
也
、

西
尾
健
文
（
山
岡
）
伊
藤
直
人
、

寺
澤
直
樹
、
安
藤
潤
也
、
佐
々
木

規
文
、
寺
澤
真
一
、
堀
卓
也
、
鈴

木
宏
行
、
伊
藤
淳
介
、
堀
康
仁
、

保
母
明
弘
、
桜
井
英
貴
（
明
智
）

三
宅
雄
大
（
串
原
）
片
桐
啓
、
夏

目
正
和
、
永
井
克
明
、
小
木
曽
崇
、

藤
原
正
規
（
上
矢
作
）

□
消
防
団
員
優
秀
家
族
賞
　
丸
山

光
二
・
由
香
（
三
郷
）
山
本
泰
由
・

佳
津
江
、西
尾
直
哉
・
あ
ゆ
み
（
武

並
）
安
江
将
年
・
さ
と
み
（
中
野

方
）安
藤
元
和
・
悦
子
、各
務
貴
行
・

美
和
子
、
伊
東
将
昭
・
敦
子
（
飯

地
）
前
田
寿
樹
・
敬
子
、
伊
藤
高

明
・
雅
子
、
渡
辺
良
文
・
理
保
子
、

桜
井
忍
・
智
恵（
岩
村
）三
宅
雄
大
・

早
苗
、
三
宅
大
輔
・
正
子
、
澤
田

典
・
依
子
（
串
原
）
横
光
哲
・
亜

由
美
（
上
矢
作
）

□
感
謝
状
　
市
女
性
防
火
ク
ラ

ブ
、
株
式
会
社
東
濃
Ｌ
Ｉ
Ｘ
Ｉ
Ｌ

製
作
所
明
智
工
場

日
本
消
防
協
会
長
表
彰

□
勤
続
章
　
安
藤
克
己
（
本
部
）

□
精
績
章
　
大
脇
忠
久
、
足
立
健

二
（
本
部
）

県
消
防
協
会
長
表
彰

□
功
績
章
　
伊
藤
陽
太
、
大
村
秀

樹
、
藤
原
淳
行
、
藤
下
卓
己
、
北

原
茂
昭
、
山
田
耕
司
、
小
板
茂
寛

（
大
井
）
山
本
健
一
、
西
村
篤
、

山
内
崇
正
（
長
島
）
市
川
隆
弘
、

千
藤
浩
正
、
千
藤
誠
司
、
渡
邊
祥

夫
、篠
原
真
澄（
東
野
）柘
植
利
一
、

北
村
憲
市
、
度
会
昌
慶
、
丸
山
光

二
、
渡
辺
隆
二
、
鵜
飼
和
利
、
小

木
曽
誠
一
郎
、
安
藤
智
彦
、
中
垣

昇
、可
知
俊
介（
三
郷
）山
本
泰
由
、

宮
川
慎
二
、
遠
山
貴
臣
、
柘
植
篤

志
、
中
家
将
善
、
西
尾
直
哉
、
伊

藤
精
康
、
林
哲
也
、
西
尾
友
也
、

森
澤
政
至
（
武
並
）
古
山
孝
行
、

林
広
和
、
小
池
良
典
、
山
本
圭
介
、

遠
藤
永
幸
、
西
尾
賢
二
郎
、
安
田

比
呂
志
、
北
原
健
太
郎
（
笠
置
）

近
藤
紀
正
、
鈴
村
彰
宏
、
鈴
村
邦

典
、
鈴
村
衛
功
、
川
地
泰
輔
、
樋

田
則
宏
、
中
嶋
建
昭
、
鷲
見
実
、

柘
植
和
典
、
柘
植
洋
平
、
鈴
村
良

昭
、
鷲
見
交
史
（
中
野
方
）
佐
藤

文
彦
、
佐
藤
一
孝
、
各
務
貴
行
、

伊
東
将
昭
（
飯
地
）
谷
口
清
澄
、

安
藤
健
、
安
藤
達
敏
、
足
立
純
一
、

矢
野
吉
貴
、
紫
田
悠
、
足
立
巨
樹
、

鈴
木
裕
一
郎
、
佐
伯
賢
二
、
前
田

寿
樹
、
成
瀬
久
志
（
岩
村
）
小
木

曽
明
、
根
崎
尊
明
、
長
谷
川
一
行
、

小
木
曽
哲
也
、
加
藤
由
幸
、
吉
村

元
宏
、勝
嘉
章
、佐
々
木
信
行
（
山

岡
）
安
藤
潤
也
、
成
瀬
秀
明
、
伊

藤
信
吾
、
伊
藤
重
明
（
明
智
）
堀

雄
二
、三
宅
大
輔
、
澤
田
典
、
桂

川
和
幸
、
大
島
聡
（
串
原
）
荻
山

准
二
、
夏
目
高
広
、
太
田
和
樹
、

佐
藤
真
一
（
上
矢
作
）
加
藤
僚
介

（
音
楽
隊
）
中
根
栄
利
子
（
女
性

消
防
隊
）

□
２０
年
勤
労
章
　
中
垣
良
章
（
本

部
）
熊
澤
裕
（
大
井
）
川
上
隆
久
、

藤
井
新
悟（
長
島
）安
藤
元
和（
飯

地
）
鈴
木
悟
、
伊
藤
原
宏
、
堀
井

義
則（
岩
村
）安
藤
潤
也
、堀
康
仁
、

桜
井
英
貴
（
明
智
）
大
島
光
洋
、

堀
恵
正
、
大
島
秀
治
（
串
原
）
夏

目
正
和
、
川
上
真
太
郎
、
安
藤
誠

（
上
矢
作
）

□
１５
年
勤
労
章
　
中
村
政
則
、
大

村
秀
樹
、
藤
原
淳
行
（
大
井
）
小

林
雅
生
、
山
本
健
一
、
小
林
史
人

（
長
島
）菱
川
誠（
東
野
）渡
邉
貴
夫
、

丸
山
浩
司
（
三
郷
）
林
裕
一
、
永

冶
隆
久
、
小
池
良
典
、
安
田
友
和
、

伊
藤
明
、
林
久
力
（
笠
置
）
井
戸

章
仁
、近
藤
紀
正（
中
野
方
）
林
茂
、

各
務
貴
行
、
纐
纈
高
裕
、
舘
林
朋

弘
、
纐
纈
紀
洋
、
柘
植
洋
和
（
飯

地
）
三
宅
智
久
、
安
藤
達
敏
、
手

塚
正
浩
、
後
藤
雅
英
、
伊
藤
正
憲
、

宮
沢
純
平
、
西
尾
進
、
中
島
伸
明

（
岩
村
）
小
木
曽
明
、
小
木
曽
哲

也
、
勝
川
浩
吉
、
宇
野
勝
善
、
春

田
忠
彦
、
小
木
曽
大
資
、
近
藤
彰

則
、滝
沢
真
二（
山
岡
）鈴
木
宏
行
、

薮
崎
貴
博
、
成
瀬
宰
、
鈴
木
靖
典
、

勝
恒
也（
明
智
）片
桐
啓
、松
田
正
、

原
田
充
記
、伊
藤
高
志
（
上
矢
作
）

市
国
保
運
営
協
議
会
の
被

保
険
者
代
表
委
員

　
国
民
健
康
保
険
に
加
入
す
る
皆

さ
ん
の
意
見
を
反
映
す
る
た
め
、

被
保
険
者
を
代
表
す
る
委
員
を
次

の
通
り
募
集
し
ま
す
。

□
対
象
　
次
の
全
て
に
該
当
す
る

方
。
❶
本
市
の
国
民
健
康
保
険
被

保
険
者
で
あ
る
こ
と
❷
本
市
の
他

の
審
議
会
な
ど
の
委
員
で
な
い
こ

と
❸
保
険
料
の
滞
納
が
な
い
こ
と

□
定
員
　
２
人

□
任
期
　
４
月
１
日
～
平
成
２９
年

３
月
３１
日
（
２
年
間
）

□
業
務
内
容
　
医
科
な
ど
の
レ
セ

プ
ト
点
検
業
務
他

□
勤
務
先
　
保
険
年
金
課

□
勤
務
時
間
　
月
～
金
曜
日
午
前

８
時
半
～
午
後
５
時
（
祝
日
は
休

み
）

□
勤
務
条
件
　
▽
賃
金
＝
７
３
０

０
円
／
日
（
社
会
保
険
と
雇
用
保

険
に
加
入
。
通
勤
距
離
に
よ
り
通

勤
手
当
を
支
給
し
ま
す
）

※
勤
務
条
件
な
ど
で
希
望
が
あ
れ

ば
相
談
く
だ
さ
い

□
採
用
予
定
日
　
４
月
１
日
㈬

□
申
し
込
み
方
法
　
履
歴
書
に
ハ

ロ
ー
ワ
ー
ク
の
紹
介
状
を
添
え
、

提
出
く
だ
さ
い
。

□
締
め
切
り

　
２
月
１３
日
㈮

□
採
用
試
験
　
面
接（
面
接
日
は
、

後
日
連
絡
し
ま
す
）

　
　
　
　
保
険
年
金
課
（
内
線
１

５
４
）

ぎ
ふ
清
流
ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ

ン
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

　
５
月
１７
日
㈰
に
開
催
す
る
「
第

５
回
高
橋
尚
子
杯
ぎ
ふ
清
流
ハ
ー

フ
マ
ラ
ソ
ン
」
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

を
募
集
し
ま
す
。

□
定
員
　
３
０
０
０
人

□
活
動
内
容
　
参
加
賞
の
袋
詰
め

や
参
加
者
の
受
け
付
け
な
ど

□
申
し
込
み
方
法
　
県
庁
や
岐
阜

市
役
所
、
岐
阜
メ
モ
リ
ア
ル
セ
ン

タ
ー
、
岐
阜
中
日
ビ
ル
に
備
え
付

け
の
申
込
書
に
必
要
事
項
を
記
入

し
、
郵
送
す
る

※
申
込
書
は
、
ぎ
ふ
清
流
ハ
ー
フ

マ
ラ
ソ
ン
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
（ht

tp://w
w

w
.gifu-m

aratho
n.jp/

）
か
ら
も
入
手
で
き
ま
す

□
締
め
切
り
　
３
月
３１
日
㈫

　
　
　
　
〒
５
０
０
―
８
８
７
５

岐
阜
市
柳
ヶ
瀬
通
１
丁
目
１２
番
地 

岐
阜
中
日
ビ
ル
６
階
中
日
新
聞
岐

阜
支
社
事
業
課
内 

「
高
橋
尚
子
杯

ぎ
ふ
清
流
ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ
ン
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
事
務
局
」
志
０
５
８
―

２
６
５
―
０
１
９
６

新
た
な
医
療
費
助
成
制
度

を
開
始

　
１
月
１
日
か
ら
医
療
費
助
成
の

対
象
と
な
る
疾
患
が
拡
充
さ
れ
、

指
定
難
病
と
小
児
慢
性
特
定
疾
病

の
新
た
な
助
成
制
度
が
始
ま
り
ま

し
た
。
対
象
と
な
る
疾
患
や
手
続

き
な
ど
に
つ
い
て
は
、
県
ウ
ェ
ブ

サ
イ
ト
（http://w

w
w

.pref.
gifu.lg.jp/

）
で
確
認
く
だ
さ

い
。

　
　
県
保
健
医
療
課
志
０
５
８
―

２
７
２
―
１
１
１
１
（
内
線
２
５

４
６
）

□
申
し
込
み
方
法
　
保
険
年
金
課

や
各
振
興
事
務
所
に
あ
る
応
募
用

紙
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
保
険

年
金
課
ま
で
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。

□
締
め
切
り
　
２
月
２７
日
㈮
　
　

　
　
　
　
保
険
年
金
課
（
内
線
１

５
４
）

保
険
年
金
課
の
臨
時
職
員

　
国
民
健
康
保
険
の
診
療
報
酬
明

細
書
（
レ
セ
プ
ト
）
点
検
員
を
募

集
し
ま
す
。

□
定
員
　
１
人

□
対
象
　
医
療
事
務
資
格
取
得
者

で
医
療
事
務
の
経
験
が
あ
り
、
パ

ソ
コ
ン
操
作
が
で
き
る
方

音声標識ガイド装置を貸し出し

　視覚に障がいのある方も安心して市役所を利
用できるよう、音声で案内し、誘導する設備が
あります。受信機を持って市役所内の案内エリ
アに入ると「ピッピッピッ」と音が鳴って反応
し、スイッチを押すと目標物から音声案内を受
けられます。この装置は「歩行時間延長信号機
用小型送信機」と一体となって使用できる受信
機です。
　市役所受付で受信機を貸し出していますの
で、必要な方は申し
出てください。利用
は市役所内のみで
す。
　　社会福祉課（内
線１８３）

学
び

子
育
て

ス
ポ
ー

ツ

高
齢
者

医 

療

く
ら
し

相
談

ご
み

健
康

税
の
申
告

福
祉
計
画

申問　：問い合わせ　　：申し込み　　

募
　
　
集

◀
案
内
エ
リ
ア
に
入
る

と
音
声
案
内

申
・
問

問

申
・
問

案
　
　
内

申
・
問

問

問
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第
６
回
い
わ
む
ら
一
斎
塾
特

別
公
開
講
座
を
開
催
し
ま
す
。

　
岩
村
町
の
一
番
寒
い
時
期
が

好
き
と
言
う
講
師
の
、
こ
の
時

期
に
恒
例
と
な
っ
た
講
演
会
で

す
。
熱
気
あ
ふ
れ
る
話
が
来
場

者
の
心
を
温
か
く
し
て
く
れ
ま

す
。
ぜ
ひ
来
場
く
だ
さ
い
。

□
と
き
　
２
月
７
日
㈯
午
後
１

時
半
～
３
時

□
と
こ
ろ
　
岩
村
コ
ミ
セ
ン

□
演
題
　
佐
藤
一
斎
の
「
言
志

四
録
」
を
通
し
て
孔
子
の
「
論

語
」
を
学
ぶ

□
講
師
　
上
寺
康
司
氏
（
福
岡

工
業
大
学
教
授
）

□
料
金
　
２
０
０
円（
資
料
代
）

　
　
い
わ
む
ら
一
斎
塾（
鈴
木
）

志
０
９
０
―
８
１
３
５
―
２
４

２
１

　
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
の
菓
子
を

作
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

□
と
き
　
２
月
８
日
㈰
午
前
９

時
半
～
正
午

□
と
こ
ろ
　
中
コ
ミ
セ
ン

□
対
象
　
小
学
生
以
上
（
小
学

３
年
生
以
下
は
保
護
者
同
伴
）

□
定
員
　
２０
人
（
先
着
順
）

□
料
金
　
▽
会
員
＝
６
０
０
円

▽
非
会
員
＝
１
０
０
０
円

□
持
ち
物
　
エ
プ
ロ
ン
、
三
角

巾
、
手
拭
き
用
タ
オ
ル
、
布
巾
、

持
ち
帰
り
用
の
容
器
、
飲
み
物

　
　
　
　
え
な
イ
ー
ス
ト
総
合

ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
志
２
５
―
０

０
６
８
（
平
日
午
前
１０
時
～
午

後
３
時
）

み
ん
な
の
掲
示
板

岐
阜
の
良
さ
を
再
発
見
す

る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

　
県
産
品
の
販
売
や
情
報
発
信

拠
点
と
し
て
昨
年
オ
ー
プ
ン
し

た
「
Ｔ
Ｈ
Ｅ
　
Ｇ
Ｉ
Ｆ
Ｔ
Ｓ
　
Ｓ

Ｈ
Ｏ
Ｐ
（
ザ
　
ギ
フ
ツ
　
シ
ョ
ッ

プ
）」
で
は
、岐
阜
の
良
い
「
モ
ノ
」

を
再
発
見
し
、
楽
し
め
る
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
を
毎
月
開
催
し
て
い
ま

す
。

□
と
き
　
毎
月
第
１
・
３
水
曜
日

❶
午
前
１０
時
半
～
正
午
❷
午
後
７

時
～
８
時
半

□
と
こ
ろ
　「
Ｔ
Ｈ
Ｅ
　
Ｇ
Ｉ
Ｆ

Ｔ
Ｓ
　
Ｓ
Ｈ
Ｏ
Ｐ
」（
Ｊ
Ｒ
岐
阜

駅
隣
接
の
ア
ク
テ
ィ
ブ
Ｇ
２
階
）

□
定
員
　
各
１０
人
（
定
員
を
超
え

る
場
合
は
抽
選
）

□
料
金
　
有
料

□
申
し
込
み
方
法
　
電
子
メ
ー
ル

か
フ
ァ
ク
ス
で
申
し
込
む

　
　
　
　「
Ｔ
Ｈ
Ｅ
　
Ｇ
Ｉ
Ｆ
Ｔ

Ｓ
　
Ｓ
Ｈ
Ｏ
Ｐ
」
志
０
５
８
―

２
１
２
―
３
２
５
５
、
思
０
５
８

―
２
１
２
―
３
２
５
６
、
死inf

o@
giftsshop.jp

福
祉
の
仕
事
就
職
総
合

フ
ェ
ア

　
福
祉
や
介
護
の
仕
事
に
就
き
た

い
人
を
対
象
に
就
職
セ
ミ
ナ
ー
と

就
職
合
同
説
明
会
（
事
業
者
と
の

面
談
会
な
ど
）
を
開
催
し
ま
す
。

□
と
き
　
２
月
１１
日
㈬
　
▽
就
職

セ
ミ
ナ
ー
＝
正
午
～
午
後
１
時
半

▽
就
職
合
同
説
明
会
＝
午
後
１
時

～
４
時

□
と
こ
ろ
　
岐
阜
市
文
化
セ
ン

タ
ー

□
定
員
　
就
職
セ
ミ
ナ
ー
の
み
先

着
８０
人

□
料
金
　
無
料

※
申
し
込
み
は
不
要

　
　
県
福
祉
人
材
総
合
対
策
セ
ン

タ
ー
志
０
５
８
―
２
７
６
―
２
５

１
０

ぎ
ふ
ア
グ
リ
チ
ャ
レ
ン
ジ

フ
ェ
ア
２
０
１
５

　　
新
た
に
就
農
を
考
え
て
い
る
人

を
対
象
に
相
談
会
と
セ
ミ
ナ
ー
を

開
催
し
ま
す
。

□
日
に
ち
・
と
こ
ろ
　
▽
２
月
１

日
㈰
＝
県
立
国
際
園
芸
ア
カ
デ

ミ
ー
（
可
児
市
）　
▽
３
月
８
日

㈰
＝
ふ
れ
あ
い
福
寿
会
館
（
岐
阜

市
）

□
時
間
　
い
ず
れ
も
午
前
１０
時

□
料
金
　
無
料

□
申
し
込
み
方
法
　
電
話
で
申
し

込
む

□
締
め
切
り
　
１
月
２３
日
㈮

　
　
　
　
県
農
業
経
営
課
担
い
手

対
策
室
志
０
５
８
―
２
７
２
―
８

４
２
１
　

県
立
飛
騨
高
山
高
校
通
信

制
課
程
の
入
学
者
選
抜

　
平
成
２７
年
度
の
県
立
飛
騨
高
山

高
校
の
通
信
制
課
程
の
入
学
者
選

抜
試
験
を
行
い
ま
す
。

□
試
験
日
　
３
月
２８
日
㈯

□
受
付
期
間
　
３
月
３
日
㈫
～
２６

日
㈭

□
学
校
説
明
会
　
▽
と
き
＝
２
月

１
日
、
１５
日
午
後
１
時
２０
分
（
毎

回
日
曜
日
）　
▽
そ
の
他
＝
申
し

込
み
が
必
要

□
願
書
　
説
明
会
で
配
布

　
　
　
　
飛
騨
高
山
高
校
（
岡
本

校
舎
）
志
０
５
７
７
―
３
２
―
６

０
１
３

県
立
華
陽
Ｆ
高
校
通
信
制

課
程
の
入
学
者
選
抜

　
平
成
２７
年
度
の
県
立
華
陽
フ
ロ

ン
テ
ィ
ア
高
校
の
通
信
制
課
程
の

入
学
者
選
抜
試
験
を
行
い
ま
す
。

□
試
験
日
　
４
月
３
日
㈮

□
受
付
期
間
　
３
月
３
日
㈫
～
２６

日
㈭

□
学
校
説
明
会
　
▽
と
き
＝
１
月

２２
日
㈭
、
２
月
１
日
㈰
、
１８
日
㈬
、

３
月
２０
日
㈮
午
後
２
時
～
４
時
　

▽
そ
の
他
＝
申
し
込
み
が
必
要

　
　
　
　
華
陽
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
高

校
志
０
５
８
―
２
７
５
―
７
１
８

５
　

品
・
デ
バ
イ
ス
・
電
子
回
路
、
電

気
機
械
器
具
、
情
報
通
信
機
械
器

具
製
造
業
＝
８
０
４
円
　
▽
自
動

車
・
同
付
属
品
製
造
業
＝
８
４
２

円
　
▽
航
空
機
・
同
付
属
品
製
造

業
＝
８
９
０
円

□
効
力
発
生
の
日
　
平
成
２６
年
１２

月
２１
日

□
そ
の
他
　
陶
磁
器
・
同
関
連
製

品
、耐
火
物
製
造
業
最
低
賃
金
は
、

平
成
２６
年
９
月
３０
日
を
も
っ
て
廃

止
と
な
り
、
県
最
低
賃
金
が
適
用

さ
れ
ま
す
。

　
詳
し
く
は
、
岐
阜
労
働
局
賃
金

室
か
恵
那
労
働
基
準
監
督
署
へ
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
　
岐
阜
労
働
局
賃
金
室
志
０
５

８
―
２
４
５
―
８
１
０
４
、
恵
那

労
働
基
準
監
督
署
志
２
６
―
２
１

７
５

　シアター恵那２月の開催情報

　　　　　　　  　http://www.kasamatsu-keiba.com/

□如月シリーズ　２日㈪～６日㈮
□梅花シリーズ　１６日㈪～２０日㈮
　　シアター恵那志２５-７７６７（開門午前１０時）
※ JRA の全レース、名古屋競馬や金沢競馬など全
国の地方競馬のレースも発売。大井競馬や川崎競馬、
門別競馬などナイター発売する日もあります

市の人口（１月１日現在）
総数５３，０５０人（－４５）
  男  ２５，６４３人（－２２）
  女  ２７，４０７人（－２３）
世帯１９，５５６世帯（＋６）

（　）内は前月との比較
市内の火災（１２月）
建物２件（１０件）
その他２件（２２件）

（　）内は１月からの累計

市内の交通事故（１２月中
の概数）
人身事故１６件（１３９件）
物損事故１８１件（１，５４８件）
負傷者２３人（１７９人）
死者　０人（３人）

（　）内は１月からの累計
救急車出動回数（１２月）
２３２回（２，３３６回）

（　）内は１月からの累計

最
低
賃
金
が
改
正

　
最
低
賃
金
は
、
最
低
賃
金
法
に

基
づ
き
国
が
賃
金
の
最
低
額
を
定

め
て
い
ま
す
。
使
用
者（
事
業
主
）

は
、
そ
の
最
低
賃
金
額
以
上
の
賃

金
を
労
働
者
に
支
払
わ
な
け
れ
ば

い
け
ま
せ
ん
。

　
最
低
賃
金
に
は
、「
地
域
別
最

低
賃
金
」
と
「
特
定
最
低
賃
金
」

の
２
種
類
が
あ
り
ま
す
。

　
県
内
で
働
く
全
て
の
労
働
者
に

適
用
さ
れ
る
県
最
低
賃
金
は
、
昨

年
１０
月
１
日
に
、
７
３
８
円
に
改

正
さ
れ
ま
し
た
。

　
特
定
の
産
業
で
働
く
労
働
者
に

適
用
と
な
る
特
定
（
産
業
別
）
最

低
賃
金
も
次
の
通
り
改
正
さ
れ
ま

し
た
。

□
最
低
賃
金
の
額
　
▽
電
子
部

学
び

子
育
て

ス
ポ
ー

ツ

高
齢
者

医 

療

く
ら
し

相
談

ご
み

健
康

税
の
申
告

福
祉
計
画

申問　：問い合わせ　　：申し込み　　※コミセン＝コミュニティセンターの略 

▲講師の上寺康司氏

▲チョコレートを使って作る

申
・
問

問

問

チ
ョ
コ
レ
ー
ト
の
お
菓

子
作
り
教
室
を
開
催

第
６
回
い
わ
む
ら
一
斎

塾
特
別
講
座
を
開
催

問

申
・
問

申
・
問

申
・
問

申
・
問

問
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申問　：問い合わせ　　：申し込み　　※コミセン＝コミュニティセンターの略

不燃・資源ごみ収集カレンダー

町名 地区 収集日

岩村町

新市場、日の出、日の出三、殿町  ２日㈪
西町、新町、朝日町、石畑、大根洞、
一色、緑ケ丘  ３日㈫
本町、柳町、新道、江戸町  ４日㈬
領家、山上、大通寺、１～３区、上平、さつきケ丘、
八本木住宅、菅沼  ５日㈭
４～８区、旭ケ丘、百合ケ丘、下本郷  ６日㈮

山岡町

原、田代  ９日㈪
上手向 １０日㈫
下手向、釜屋 １２日㈭
山田 １３日㈮
田沢、久保原 １３日㈮

明智町

市場町、宮町、本町、常盤町 １６日㈪
東山町、雇用促進住宅、友愛 １７日㈫
新井町、駅前町、滝坂住宅 １７日㈫
新町、徳間町、向町、東町 １８日㈬
上・下柏尾、岩竹、安主、土助、才坂、
上・下田良子、大栗、上田、阿妻 １９日㈭
的場町、片平町、峰山、中切、高波、
馬木、小杉、落倉 ２０日㈮
門野、杉平、杉平２区、野志、大舟、
小泉、吉良見 ２３日㈪
藤内、颪、馬坂 ２４日㈫

串原 中沢 ２０日㈮
全域（中沢を除く） ２４日㈫

上矢作町
大馬渡 ２０日㈮
小笹原、島、達原、横道、飯田洞 ２５日㈬
本郷、木の実 ２６日㈭
漆原（大馬渡を除く）、下、小田子 ２７日㈮

町名 地区 収集日

大井町

 １・１４区
（正家後田含む）  ２日㈪
 ２・  ４区  ３日㈫
 ３・１３区  ４日㈬
 ５・  ６区  ５日㈭
 ７・  ８区  ６日㈮
 ９・１０区  ９日㈪
１１・１２区  ９日㈪

長島町

中野（永田川東） １０日㈫
中野（永田川西） １２日㈭
正家（後田を除く） １３日㈮
大洞地区 １６日㈪
永田 １７日㈫
久須見 １８日㈬

武並町 藤 １８日㈬
竹折 １９日㈭

東野 全域 ２０日㈮
三郷町 野井 ２３日㈪

佐々良木・椋実 ２４日㈫
笠置町 全域 ２５日㈬

中野方町 全域 ２６日㈭
飯地町 全域 ２７日㈮

【２月の食用廃油（使用済みてんぷら油）の回収】

□とき　２月 7日㈯～ 9日㈪
□ところ　各収集所（ごみ百科事典参照）
□注意　収集するものは食用廃油に限ります。
廃油を入れたペットボトルなどの容器は、必ず
持ち帰ってください。

２月２月

司
法
書
士
の
無
料
法
律
相

談
会

　
司
法
書
士
に
よ
る
無
料
の
法
律

相
談
会
を
開
催
し
ま
す
。

□
と
き
　
２
月
６
日
㈮
午
後
６
時

～
８
時

□
と
こ
ろ
　
中
コ
ミ
セ
ン
２
階
相

談
室

□
内
容
　
相
続
、
会
社
設
立
、
離

婚
、
成
年
後
見
、
債
務
整
理
な
ど

□
申
し
込
み
方
法
　
前
日
ま
で
に

電
話
で
予
約
す
る

※
予
約
の
な
い
方
も
相
談
で
き
ま

す
が
予
約
し
た
方
を
優
先
し
ま
す

　
　
　
　
松
田
司
法
書
士
事
務
所

志
２
６
―
４
５
１
４
（
平
日
午
前

９
時
～
午
後
５
時
）

　
　
総
務
課
（
内
線
４
５
３
）

弁
護
士
の
無
料
法
律
相
談

　
東
濃
地
区
の
弁
護
士
が
、
全
て

の
法
律
問
題
の
相
談
に
無
料
で
応

じ
ま
す
。

□
と
こ
ろ
・
と
き
　
▽
❶
中
津
川

市
に
ぎ
わ
い
プ
ラ
ザ
＝
２
月
２８
日

㈯
午
後
１
時
～
３
時
　
▽
❷
多
治

見
市
産
業
文
化
セ
ン
タ
ー
＝
２
月

２１
日
㈯
午
前
１０
時
～
正
午

□
対
象
　
東
濃
地
区
に
在
住
か
在

勤
の
方

□
申
し
込
み
方
法
　
前
日
ま
で
に

電
話
で
予
約
す
る

　
　
　
　
❶
伊
藤
知
恵
子
法
律
事

務
所
志
０
５
７
２
―
５
９
―
４
２

０
１
、
❷
土
岐
法
律
事
務
所
志

０
５
７
２
―
５
３
―
１
７
７
５

不
動
産
の
無
料
相
談

　
不
動
産
の
諸
問
題
に
関
す
る
相

談
に
無
料
で
応
じ
ま
す
。

□
と
き
　
２
月
１９
日
㈭
午
後
１
時

～
３
時

□
と
こ
ろ
　
中
コ
ミ
セ
ン

※
事
前
に
予
約
が
必
要
　

　
　
　
　
公
益
社
団
法
人
県
宅
地

建
物
取
引
業
協
会
東
濃
支
部
志
０

５
７
２
―
５
５
―
７
２
１
８

交
通
事
故
の
無
料
巡
回
相

談　　
交
通
事
故
に
よ
る
過
失
割
合
や

損
害
賠
償
な
ど
の
さ
ま
ざ
ま
な
相

談
に
応
じ
ま
す
。

□
と
こ
ろ
・
日
に
ち
　
▽
多
治
見

市
役
所
＝
２
月
５
日
、
１９
日
、
３

月
５
日
、
１９
日
（
毎
回
木
曜
日
）

▽
可
茂
総
合
庁
舎
＝
２
月
１３
日
、

３
月
１３
日
（
毎
回
金
曜
日
）
▽
飛

騨
総
合
庁
舎
＝
２
月
２５
日
、
３
月

２５
日
（
毎
回
水
曜
日
）

□
時
間
　
午
前
１０
時
～
午
後
３
時

※
前
日
ま
で
に
予
約
が
必
要

　
　
　
　
県
民
生
活
相
談
セ
ン

タ
ー
志
０
５
８
―
２
７
７
―
１
０

０
１

　　環境課志２６-２１１１（内線１１４）

申
・
問

広告

【２月の集団資源回収】

とき 実施団体・問い合わせ

１４日㈯

明智町連合ＰＴＡ
明智中学校志５４-２２２２

長島小学校
長島小学校志２５-４３６１

２１日㈯ 中野方小学校ＰＴＡ
中野方小学校志２３-２００４

２８日㈯ 恵那北小学校ＰＴＡ
恵那北小学校志２７-３１０３

と　き
ところ
　　

１２日㈭・２５日㈬午後６時～９時
まちづくり推進課内（市役所北庁舎）
まちづくり推進課志２６-２１１１（内線５２３）
※前日の午後５時までに予約してください

●家庭・地域・職場なんでも相談（要予約）

問

●消費者生活相談
と　き
ところ

毎週㈪㈫㈭㈮午前８時半～午後５時
商工観光課内
商工観光課内消費者生活相談窓口志２６-２１３１

●福祉総合相談
と　き
ところ

毎週月～金曜日午前８時半～午後５時１５分
地域包括支援センター内
地域包括支援センター志２６-２１１１（内線１６９）

●結婚相談（要予約）
と　き
ところ

１７日㈫午後６時～８時
中コミセン２階相談室
ふるさと活力推進室志２６-２１１１（内線３２８）

と　き
ところ

２１日㈯午後２時～４時
岩村コミセン２階第一研修室
ふるさと活力推進室志２６-２１１１（内線３２８）

●法律相談（要予約）
と　き
ところ

６日㈮・２０日㈮午後１時～４時
中コミセン２階相談室
総務課志２６-２１１１（内線４５３）

と　き
ところ

１３日㈮午後１時～４時
岩村振興事務所相談室
岩村振興事務所振興課志４３-２１１１（内線２１５）

と　き
ところ

２７日㈮午後１時～４時
山岡振興事務所応接室
山岡振興事務所振興課志５６-２１１１（内線１５３）

と　き
ところ

　

▷１２日㈭＝市役所西庁舎１階相談室４　▷２６日
㈭＝中コミセン２階相談室　いずれも午前９時半
～午後４時
保険年金課志２６-２１１１（内線１５８）

と　き
ところ

１９日㈭午前１０時～正午、午後１時～３時
岩村振興事務所相談室
岩村振興事務所振興課志４３-２１１１（内線２１５）

●ねんきん総合相談（要予約）

●人権相談
と　き
ところ

１２日㈭午後１時～３時
上矢作基幹集落センター
上矢作振興事務所振興課志４７-２１１１（内線２５）

と　き
ところ

１３日㈮午後１時～３時
中コミセン２階相談室
総務課志２６-２１１１（内線４５３）

と　き
ところ

１８日㈬午後２時～４時
明智コミセン２階会議室
明智振興事務所振興課志５４-２１１１（内線１１７）

と　き
ところ

１８日㈬午後１時～３時
串原コミセン和室
串原振興事務所振興課志５２-２１１１（内線２２）

と　き
ところ

２４日㈫午後１時～３時
岩村コミセン第一研修室
岩村振興事務所振興課志４３-２１１１（内線２１５）

と　き
ところ

２５日㈬午後１時～３時
山岡農村環境改善センター会議室
山岡振興事務所振興課志５６-２１１１（内線１５３）

問

●行政相談
と　き
ところ

６日㈮午前９時～１１時
中コミセン２階相談室
総務課志２６-２１１１（内線４５３）

と　き
ところ

１２日㈭午後１時～３時
上矢作基幹集落センター
上矢作振興事務所振興課志４７-２１１１（内線２５）

と　き
ところ

１８日㈬午後１時～３時
岩村振興事務所相談室
岩村振興事務所振興課志４３-２１１１（内線２１５）

と　き
ところ

１８日㈬午後２時～４時
明智コミセン２階会議室
明智振興事務所振興課志５４-２１１１（内線１１７）

と　き
ところ

１９日㈭午後１時～３時
山岡農村環境改善センター会議室
山岡振興事務所振興課志５６-２１１１（内線１５３）

問 申
・
問

申
・
問

申
・
問

と　き
ところ
　　

１０日㈫・１８日㈬午後１時～４時
山岡振興事務所小会議室
地域包括支援センター志２６-２１１１（内線１６９）

●高齢者と障がい者のための法律相談（要予約）

問

問

問

問

問

問

問

問

問

問

問

問

問

問

問

問

問

問

問

問

問

学
び

子
育
て

ス
ポ
ー

ツ

高
齢
者

医 

療

く
ら
し

相
談

ご
み

健
康

税
の
申
告

福
祉
計
画



 2 月 分

種　　別 と　き 実施場所 受付時間 対　　　象

BCG 予防接種
１３日㈮ 市保健センター 午後１時１５分～１時４５分

生後５～８カ月未満の乳児
１８日㈬ 岩村保健センター 午後２時半～２時４５分

種　　別 と　き 実施場所 受付時間 対　　　象

母子健康手帳の交付
毎週水曜日 市保健センター 午前９時、９時半、

１０時、１０時半
妊娠届出書か妊娠証明書を
持参

随時 南部地域各保健センター 事前に連絡ください

たまご学級第１課  ６日㈮ 市保健センター
午後１時～ 平成２７年７・８月出産予定

たまご学級第２課 ２６日㈭ 市保健センター

４カ月児健診
 ３日㈫ 市保健センター 午後０時４５分～１時

平成２６年９月生まれ
１８日㈬ 岩村保健センター 午後１時～１時１５分

７カ月児教室 １９日㈭ 市保健センター 午前９時～９時１５分 平成２６年６月生まれ

１歳児教室 １０日㈫ 市保健センター 午前９時～９時１５分 平成２６年１月生まれ

１歳６カ月児健診 １７日㈫ 市保健センター 午後０時４５分～１時 平成２５年７月生まれ

２歳児教室
１８日㈬ 市保健センター 午前８時５０分～９時１０分

平成２５年１月生まれ
２５日㈬ 岩村保健センター 午前９時～９時２０分

３歳児健診
 ９日㈪ 岩村保健センター 午後１時～１時１５分

平成２４年１月生まれ
２４日㈫ 市保健センター 午後０時４５分～１時

乳幼児なんでも相談

 ５日㈭ かみやはぎ総合保健福祉
センター

午前９時～１１時 乳幼児
１３日㈮ 明智保健センター

２４日㈫ 岩村保健センター

２７日㈮ 市保健センター

歯みがき教室

２日㈪、５日㈭ 市保健センター 午前９時～１１時、
午後１時～３時

１歳６カ月・３歳児健診を
受けた幼児

３日㈫、４日㈬ 市保健センター

午前９時～１１時１３日㈮ 岩村保健センター

２０日㈮ 明智保健センター
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  　  ９日㈪ 午前１０時半～午後４時　　　場所：市保健センター
２６日㈭ 午前１０時半～午後４時　　　場所：コープぎふ恵那店

申問　：問い合わせ　　：申し込み

予防接種

乳幼児健診・教室

大井町・長島町・東野・三郷町・武並町・笠置町・中野方町・飯地町にお住まいの方は市保健センターへ、
岩村町・山岡町・明智町・串原・上矢作町にお住まいの方は南部地域の保健センターなどへ参加してください

献血

休日在宅当番医は、県広域災害救急医療情報システムのウェブサイト（http://www.qq.pref.gifu.lg.jp/）
で確認するか、恵那消防署（志２５-３７９９、思２６-０１２０）へ問い合わせてください。

休日在宅当番医

　右表の対象年齢で、希望する方に一部公費負担
の高齢者用肺炎球菌予防接種を実施しています。
希望する方は期限内に接種ください。
※過去に高齢者用肺炎球菌予防接種を受けた方は
対象になりません
□接種期限　３月３１日㈫まで　
□個人負担金　３,０００円
　　健康推進課志２６-２１１１（内線２８２）

高齢者用肺炎球菌予防接種の公費負担は３月末まで

対象 生年月日
６５歳 昭和２４年４月２日～昭和２５年４月１日
７０歳 昭和１９年４月２日～昭和２０年４月１日
７５歳 昭和１４年４月２日～昭和１５年４月１日
８０歳 昭和９年４月２日～昭和１０年４月１日
８５歳 昭和４年４月２日～昭和５年４月１日
９０歳 大正１３年４月２日～大正１４年４月１日
９５歳 大正８年４月２日～大正９年４月１日
１００歳以上 大正４年４月１日以前

※表中の対象欄は、本年度中に該当年齢になる方です
※６０～６４歳で身体障害１級の内部障がいの方も対象です

　　市保健センター志２６-２１１１（内線２８３）、岩村保健センター志４３-３８８５、山岡振興事務所志５６-２１１１、
明智保健センター志５４-３１４３
問

　インフルエンザが本格的に流行し始める季節で
す。一人一人が予防に努めてください。
人混みへの外出を控え、外出時はマスクを着用

　インフルエンザが流行してき
たら、特に高齢者や慢性疾患の
方、疲労気味の方、睡眠不足の
方は、人が多い場所への外出を
控えてください。やむを得ず外
出する場合は、不織布製のマス
クを着用してください。

適度な湿度を保つ

　空気が乾燥すると、喉の粘膜の機能が低下し、
インフルエンザにかかりやすくなります。室内に
加湿器を置くなどして、湿度を５０～６０㌫に保

ちましょう。
外出後の手洗いとうがい

　外出後の手洗いやうがい
は、手指や口の中に付着した
インフルエンザウイルスを取
り除くのに有効な方法で、感
染症予防の基本です。インフ
ルエンザだけでなく、一般的
な感染症の予防にもなりま
す。

十分な休養とバランスのとれた栄養摂取

　体の抵抗力を高めるために、十分な休養とバラ
ンスのとれた栄養を取るよう心掛けてください。
　　健康推進課志２６-２１１１（内線２８２）

インフルエンザの予防を心掛けて

　保健センターは、１２月から市役所西庁
舎に移転しました。旧保健センターの建物
の向かいにある西庁舎の 2階へお越しく
ださい。
　また、本庁舎玄関の電光掲示板で、当日
の健診や予防接種などの予定を案内表示し
ていますので、参考にしてください。
　　健康推進課志２６-２１１１（内線２８２）　

　新しい保健センターは西庁舎２階です

問

旧保健センター

西庁舎
（保健センター
は 2階）

本庁舎

▲マスクの着用 ▲うがいを習慣に

▲予定を掲示板で案内▲新しい保健センターへの見取り図

問

問
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▲市メール配信サービス
　（登録用ＱＲコード）
　

   音声告知放送の文字版ページ

▲

　（閲覧用ＱＲコード）

発行　恵那市役所／編集　総合政策課広報広聴係
〒５０９-７２９２ 岐阜県恵那市長島町正家一丁目１番地１
志（０５７３）２６-２１１１／思２６-２１５５／（ＩＰ電話）０５０-５８０８-９５２１
http://www.city.ena.lg.jp/　糸 info@city.ena.lg.jp

『広報えな』は環境に優しい再生
紙を使用しています。またインキ
は石油系ではなく、
地球に優しい植物
油を使用したもの
で印刷しています。

ケーブルテレビ

▲市ウェブサイト
  （閲覧用ＱＲコード）
あなたの知りたい情
報を分かりやすく提
供しています。
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１１
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　（気象情報）

00 恵那彩百景

25 健康体操

48 文字放送（ほっとｉｎえな５０）

50 ほっとｉｎえな５０

55 文字放送（おくやみ・おめでた・１歳）

00 みんなえなのこげんきなこ

30 恵那スター☆社長列伝

48 文字放送（ほっとｉｎえな５０）

50 ほっとｉｎえな５０

55 文字放送（おくやみ・おめでた・１歳）
00 みんなえなのこげんきなこ
15 ＮＨＫドラマ「おひさま」
30 市政番組
48 文字放送（ほっとｉｎえな５０）
50 ほっとｉｎえな５０
55 文字放送（おくやみ・おめでた・１歳）

00 みんなえなのこげんきなこ

10 農業番組

48 文字放送（ほっとｉｎえな５０）

50 ほっとｉｎえな５０

55 文字放送（おくやみ・おめでた・１歳）

00 健康体操

20 もっと！水の惑星紀行

48 文字放送（ほっとｉｎえな５０）

50 ほっとｉｎえな５０

55 文字放送（おくやみ・おめでた・１歳）

00 特別番組

成人式

子ども教室

他のケーブルテレビ局番組

コミュニティ番組再放送　

　　　　　　　　　など

00 みんなえなのこげんきなこ
15 ＮＨＫドラマ「おひさま」
30 市政番組
48 文字放送（ほっとｉｎえな５０）
50 ほっとｉｎえな５０
55 文字放送（おくやみ・おめでた・１歳）

00 特別番組

成人式

子ども教室

他のケーブルテレビ局番組

コミュニティ番組再放送　

　　　　　　　　　など
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天 00 健康体操

48 文字放送（ほっとｉｎえな５０）

50 ほっとｉｎえな５０

55 文字放送（おくやみ・おめでた・１歳）
00 農業番組

48 文字放送（ほっとｉｎえな５０）
50 ほっとｉｎえな５０
55 文字放送（おくやみ・おめでた・１歳）
00 恵那彩百景

48 文字放送（ほっとｉｎえな５０）
50 ほっとｉｎえな５０

55 文字放送（おくやみ・おめでた・１歳）

00 みんなえなのこげんきなこ
15 もっと！水の惑星紀行

48 文字放送（ほっとｉｎえな５０）
50 ほっとｉｎえな５０
55 文字放送（おくやみ・おめでた・１歳）

00 特別番組

成人式

子ども教室

他のケーブルテレビ局番組

コミュニティ番組再放送　

　　　　　　　　　など

00 ＮＨＫドラマ「おひさま」

48 文字放送（ほっとｉｎえな５０）

50 ほっとｉｎえな５０

55 文字放送（おくやみ・おめでた・１歳）

00 みんなえなのこげんきなこ
20 恵那スター☆社長列伝
30 市政番組
48 文字放送（ほっとｉｎえな５０）
50 ほっとｉｎえな５０
55 文字放送（おくやみ・おめでた・１歳）
00 農業番組

48 文字放送（ほっとｉｎえな５０）
50 ほっとｉｎえな５０
55 文字放送（おくやみ・おめでた・１歳）
00 恵那彩百景

　（気象情報は翌朝５時まで）

３
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１１

１２

深
夜

ほっとｉｎえな５０

みんなえなのこ
　　　 げんきなこ

市内の保育園や幼稚園の子どもたちを紹介する番
組。城ケ丘保育園ぞう 1 組、ルンビニー保育園ぞう
組、大井幼稚園（特番）を日替わりで放送します。
□時間　午前６時、７時、８時、正午、午後６時、
１０時

市内を中心とした取れたて情報をキャスターが日替
わりでお届けします。月曜日から金曜日の午後５時
50 分に更新します。

天

天

天

天

天

天

天

天

天

天

番組・内容は予告なく変更することがあります。最新の番組表
は㈱アミックスコムのウェブサイト（http://amixcom.jp/）を
ご覧ください。
■問
　　　　　㈱アミックスコム　０１２０-９２７-５２８（市外・携帯電話・ＰＨＳは志
０５７３-２０-３２５２）、営業時間外の故障窓口志２６-２１８８

アミックスコムからのお知らせ
アナログテレビでは視聴できなくなります
デジアナ変換サービスは 3 月12日㈭正午に終了し
ます。画面の右上部に「デジアナ」と表示されるテ
レビをお使いの方は、地上デジタル放送視聴への移
行をお願いします。

天

天

天＝気象情報 ＝わんにゃんスマイル

天

天

新しい恵那市役所
完成した西庁舎の紹介と再配置され
た各課の場所などをお知らせします。
□時間　午前７時半、午後０時半、
１０時半

市政番組

天

成人式
１月11日に恵那文化センターで開催された成人式。
式典やアトラクションで、大人の仲間入りをする新
成人たちを祝いました。新成人の晴れ姿をぜひ、ご
覧ください。
□放送　２月14日㈯、18 日㈬、22日㈰、26日㈭
□時間　午前１０時、午後１時、７時

特別番組

２月の番組表２月の番組表




